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『
蒙
求
和
歌
』『
百
詠
和
歌
』
の
表
現

―
歌
人
と
し
て
の
源
光
行

―

小

山

順

子

は
じ
め
に

河
内
学
派
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
源
光
行
（
一
一
六
三
―
一
二
四
四
）

は
、
『
千
載
集
』
以
下
に
十
九
首
が
入
集
す
る
勅
撰
歌
人
で
も
あ
る
。
し

か
し
光
行
に
は
、
家
集
に
相
当
す
る
作
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
光
行
の
和

歌
は
、
池
田
利
夫
「
源
光
行
全
歌
集
」
（
『
鶴
見
大
学
紀
要
』

、
昭

・

14

52

）
お
よ
び
「
新
編
源
光
行
全
歌
集
及
び
各
句
索
引
」
（
『
鶴
見
大
学
紀
要

2（
国
語
・
国
文
学
）
』

、
平

・

）
に
集
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

28

3

3

う
ち
の
大
部
分
を
占
め
る
の
が
、
『
蒙
求
和
歌
』『
百
詠
和
歌
』
で
あ
る
。

光
行
は
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
の
七
月
に
『
蒙
求
和
歌
』
、
同
年

十
月
に
『
百
詠
和
歌
』
と
い
う
、
漢
籍
の
幼
学
書
の
内
容
を
踏
ま
え
て
和

歌
を
詠
む
と
い
う
試
み
を
行
っ
た
。
現
在
は
散
逸
し
て
い
る
『
新
楽
府
和

歌
』
と
合
わ
せ
て
、
三
部
作
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
蒙
求
和
歌
』
は
、
唐

の
李
澣
撰
『
蒙
求
』
か
ら
二
百
余
の
標
題
を
、
『
百
詠
和
歌
』
は
、
唐
の

李
嶠
の
詩
集
『
李
嶠
百
詠
』
所
載
の
一
二
〇
首
の
各
詩
か
ら
二
句
ず
つ
を
、

選
ん
で
歌
題
と
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
注
を
付
し
た
上
で
、
和
歌
を
詠
作

し
て
い
る
。
『
新
楽
府
和
歌
』
も
同
じ
形
式
で
、
白
居
易
作
の
新
楽
府
か

ら
選
ん
だ
句
を
歌
題
と
し
、
内
容
を
説
明
し
た
和
文
の
注
を
付
し
て
和
歌

を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
蒙
求
和
歌
』
が
片

仮
名
本
で
二
四
四
首
、
平
仮
名
本
で
二
〇
一
首
、
『
百
詠
和
歌
』
は
二
四

〇
首
で
あ
る
の
で
、
同
様
に
、
二
〇
〇
～
二
五
〇
首
の
規
模
の
歌
集
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
は
、
標
題
・
漢
詩
句
を
歌
題
と
す
る
の

み
な
ら
ず
、そ
れ
に
関
す
る
詳
細
な
注
を
付
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

漢
詩
句
を
歌
題
と
す
る
詠
作
方
法
は
、
大
江
千
里
『
句
題
和
歌
』
以
来
行

わ
れ
て
き
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
単
に
和
歌
を
詠
む
だ
け
で
は
な
く
、

注
を
付
け
て
い
る
た
め
、
従
来
の
漢
詩
句
題
和
歌
と
は
区
別
し
、
漢
詩
和

歌
化
三
部
作
、
と
称
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
先
行
研
究
で
は
、
そ
の
注
部
分

に
注
目
さ
れ
、
特
に
『
蒙
求
和
歌
』
に
つ
い
て
は
、
『
蒙
求
』
の
日
本
に

お
け
る
受
容
、
そ
し
て
翻
訳
・
和
訳
と
い
う
観
点
か
ら
、
主
に
和
漢
比
較

文
学
研
究
・
説
話
文
学
研
究
の
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
ね
ら
れ
て

き
た
。
早
く
に
野
村
八
良
『
鎌
倉
時
代
文
学
新
論
』（
大

・
明
治
書
院
）

11

第
五
章
一
「
蒙
求
和
歌
」
が
「
本
書
（
引
用
者
注
・
蒙
求
和
歌
）
を
単
に

歌
書
と
し
て
取
扱
は
ず
、
寧
ろ
漢
土
故
事
の
訳
文
集
と
し
て
観
察
し
」（
二

一
九
頁
）
と
い
う
姿
勢
を
示
し
、
池
田
利
夫
も
「
蒙
求
和
歌
も
歌
集
の
一

つ
で
あ
り
、
こ
こ
で
語
ら
れ
る
説
話
も
、
所
詮
一
つ
の
注
で
あ
る
に
過
ぎ

な
い
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
が
、
（
中
略
）
一
つ
一
つ
の
説
話
に
対
す
る

作
者
の
興
味
が
、
い
か
に
も
津
々
と
し
て
い
て
、
歌
は
あ
た
か
も
添
え
も
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の
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
の
で
あ
る
」
（
池
田
利
夫
『
日
中
比
較
文
学
の

基
礎
研
究

翻
訳
説
話
と
そ
の
典
拠
』
〈
昭

・
笠
間
書
院
、
以
下
「
池

49

田
著
書
」
と
略
す
〉
二
一
二
頁
）
「
光
行
は
、
立
て
ま
え
は
と
も
か
く
、

注
の
話
を
語
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
い
の

で
あ
る
。
（
中
略
）
蒙
求
和
歌
や
百
詠
和
歌
は
、
そ
こ
か
ら
和
歌
を
全
部

取
り
去
っ
て
も
、
独
立
し
た
説
話
集
と
し
て
読
み
う
る
で
あ
ろ
う
」
（
池

田
著
書
三
二
二
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
和
歌
は
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。し

か
し
、
注
部
分
に
つ
い
て
の
光
行
の
関
心
と
熱
意
を
認
め
る
と
し
て

も
、
現
存
す
る
二
書
で
五
百
首
弱
、
三
部
作
と
し
て
は
お
そ
ら
く
は
七
〇

〇
首
に
及
ぶ
和
歌
を
詠
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
『
蒙
求
和
歌
』

は
片
仮
名
本
と
平
仮
名
本
の
和
歌
本
文
に
大
き
な
異
同
が
あ
り
、
光
行
自

身
が
和
歌
を
作
り
直
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
光
行
の
和
歌
に
対
す
る
並

々
な
ら
ぬ
熱
意
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
池
田
自
身
が
述
べ
る
よ
う

に
、
「
蒙
求
和
歌
、
百
詠
和
歌
の
和
歌
を
合
わ
せ
る
と
約
五
百
首
あ
る
。

こ
こ
で
も
い
さ
さ
か
注
の
説
話
に
傾
き
過
ぎ
て
論
じ
た
き
ら
い
が
あ
る
。

和
歌
に
就
い
て
も
別
に
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
池

田
著
書
三
二
三
頁
）
と
い
う
問
題
提
起
は
、
顧
み
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
の
歌
集
と
し
て
の

性
格
を
重
視
し
て
そ
の
和
歌
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
た
、
歌
人
と
し

て
の
源
光
行
論
を
考
え
る
上
で
の
試
み
の
一
つ
と
し
た
い

（
一
）

。

な
お
『
蒙
求
和
歌
』
に
は
、
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
成
立
の
先
後
関
係
、

お
よ
び
改
稿
本
は
約
十
年
後
、
建
保
頃
の
成
立
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
片
仮
名
本
・
平
仮
名
本
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬

（
二
）

は
平
仮
名
本
が
先
、
池
田
利
夫

（
三
）

は
片
仮
名
本
を
先
と
し
て
い
る
が
、

未
だ
結
論
を
見
て
い
な
い
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
に
も
充
分
に
留
意

し
て
論
を
進
め
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、「
『
蒙
求
和
歌
』
の
表
現
」
と
し
て
、

一
括
で
論
を
進
め
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

一
、
同
時
代
和
歌
か
ら
の
摂
取

ま
ず
、
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
詠
作
方
法

に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
池
田
利
夫
は
『
蒙
求
和
歌
』
の
和
歌
に
つ
い
て

「
そ
れ
ぞ
れ
の
話
全
体
か
或
い
は
一
部
の
印
象
を
、
ま
た
、
登
場
人
物
の

心
を
推
し
量
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
源
光
行
が
詠
ん
で
い
る
」
（
池
田
著
書

二
一
三
頁
）
、『
百
詠
和
歌
』
に
つ
い
て
「
掲
げ
ら
れ
た
詩
句
を
題
に
し
て

い
る
と
見
る
よ
り
、
注
に
語
ら
れ
た
説
話
を
ふ
ま
え
て
和
歌
を
詠
じ
て
い

る
場
合
が
多
」
（
同
二
五
八
頁
）
い
こ
と
、
ま
た
山
部
和
喜
氏

（
四
）

は
注
文

と
和
歌
と
が
不
可
分
で
あ
り
、
相
互
補
完
的
に
融
合
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
和
歌
は
注
文
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
な
が
ら
も
、〈
漢
〉

か
ら
〈
和
〉
へ
の
移
し
替
え
に
と
ど
ま
ら
な
い
複
雑
さ
が
『
蒙
求
和
歌
』

『
百
詠
和
歌
』
に
通
底
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
単
な
る
和
訳
・
翻
案
し
た

も
の
で
な
い
こ
と
を
、
確
認
し
て
お
く
。

具
体
的
に
和
歌
表
現
を
検
討
す
る
と
、
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
に

は
、
類
似
表
現
・
共
通
表
現
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ

れ
ら
は
、
こ
の
時
代
に
流
行
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
本
節
で
は
、

そ
の
例
を
三
例
挙
げ
て
検
討
す
る
。

一
つ
が
、
「
～
の
底
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
光
行
の
用
い
た
「
～
の

底
」
は
、
次
の
八
例
が
あ
る
。
以
下
、
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
の
本

文
を
あ
げ
る
際
に
は
、
注
部
分
を
省
略
し
、
歌
題
と
な
る
標
題
も
し
く
は

漢
詩
句
と
和
歌
本
文
の
み
を
掲
出
す
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
ま
た
、『
蒙

求
和
歌
』
片
仮
名
本
は
「
片
」
、
同
平
仮
名
本
は
「
平
」
、
『
百
詠
和
歌
』
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は
「
百
」
と
略
す
。

ユ
キ
ノ
ソ
コ
月
ノ
モ
ト
ヽ
テ
ヲ
モ
ヒ
シ
ニ
ア
メ
モ
コ
ヽ
ロ
ノ
ハ
レ
マ

（
オ
）

ナ
リ
ケ
リ

（
片

雑
部
・
董
遇
三
余
）

243

ち
ら
す
な
と
い
は
せ
の
杜
の
も
み
ぢ
ば
も
あ
ら
し
の
そ
こ
に
し
ら
じ

も
あ
ら
じ

（
平

冬
部
・
震
畏
四
知
）

52

鶯
の
た
か
き
に
う
つ
る
声
す
な
り
谷
の
木
ず
ゑ
の
雲
の
そ
こ
よ
り

（
百

霊
禽
部
・
鶯
・
遷
喬
若
可
冀

幽
谷
響
還
通
）

94

つ
ば
め
と
ぶ
か
す
み
の
そ
こ
と
み
る
程
に
い
ば
ゆ
る
声
は
の
べ
の
春

ご
ま

（
百

祥
獣
部
・
馬
・
蒼
竜
遥
逐
日

紫
燕
迥
追
風
）

108

つ
ゝ
ゐ
つ
の
井
筒
の
底
に
夏
の
夜
は
も
ゆ
る
ほ
た
る
の
光
を
ぞ
く
む

（
百

居
処
部
・
井
・
蜀
都
宵
映
火
）

127

雪
し
ろ
き
ふ
じ
の
た
か
ね
や
い
に
し
へ
の
け
ぶ
り
の
底
に
さ
ら
し
け

る
色

（
百

資
財
部
・
布
・
浣
火
有
炎
光
）

239

ニ
ゴ
リ
ケ
ル
コ
ヽ
ロ
ノ
ソ
コ
ヲ
ク
ヤ
シ
ト
ゾ
ヲ
モ
ヒ
カ
ヘ
リ

シ

（
オ
）

（
底
本
脱
）

ヲ

キ
ツ
シ
ラ
ナ
ミ

（
片

雑
部
・
陳
寔
遺
盗
）

（
オ
）

198

浅
か
ら
ぬ
こ
ゝ
ろ
の
そ
こ
の
と
も
し
火
に
か
ゝ
げ
ぬ
ほ
ど
は
人
の
し

る
か
は

（
百

服
玩
部
・
燭
・
若
逢
燕
相
国

特
用
挙
賢
人
）

158

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
～
の
底
」
が
新
古
今
時
代
に
流
行
し
た

表
現
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
新
古
今
集
』
に
も
「
あ
と

も
な
き
庭
の
あ
さ
ぢ
に
む
す
ぼ
ゝ
れ
つ
ゆ
の
そ
こ
な
る
松
む
し
の
こ
ゑ
」

（
秋
下

式
子
内
親
王
「
百
首
歌
中
に
」
）「
な
れ
し
秋
の
ふ
け
し
よ
ど
こ

474

は
そ
れ
な
が
ら
心
の
そ
こ
の
夢
ぞ
か
な
し
き
」
（
哀
傷

実
家
「
し
の
び

792

て
も
の
申
け
る
女
身
ま
か
り
て
の
ち
、
そ
の
い
ゑ
に
と
ま
り
て
よ
み
侍
け

（
へ
）

る
」
）
の
入
集
歌
が
あ
り
、
諸
氏
に
よ
っ
て
新
古
今
的
表
現
の
一
つ
と
し

て
注
目
さ
れ
、
論
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
恒
雄
氏

（
五
）

は
、
式
子
内

親
王
歌
の
「
露
の
底
な
る
」
に
つ
い
て
、
そ
の
基
底
に
漢
詩
表
現
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
実
家
歌
お
よ
び
光
行
の
片

・
百

に
見

198

158

え
る
「
心
の
底
」
に
つ
い
て
は
、
石
川
泰
水
氏

（
六
）

が
、
保
延
六
～
七
年

（
一
一
四
〇
～
四
一
）
の
俊
成
「
述
懐
百
首
」
を
嚆
矢
と
し
て
建
久
期
前

後
に
多
数
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
、
流
行
の
契
機
に
西
行
入
寂
を
指
摘
す

る
ほ
か
、
茅
原
雅
之
氏
・
樺
沢
綾
氏

（
七
）

が
西
行
か
ら
の
影
響
を
中
心
に

新
古
今
的
な
表
現
性
を
考
察
し
て
い
る
。
百

に
見
え
る
「
霞
の
底
」
に

108

つ
い
て
は
、
樺
沢
綾
氏

（
八
）

が
、
六
条
家
お
よ
び
仁
和
寺
歌
壇
で
用
い
ら

れ
共
有
さ
れ
た
歌
語
で
あ
り
、
但
し
初
出
例
は
俊
成
の
『
為
忠
家
初
度
百

首
』
詠
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
～
の
底
」
が
、
上
下
に
深
さ
を
持
つ
垂

直
方
向
の
空
間
イ
メ
ー
ジ
と
、
遮
ら
れ
て
対
象
が
視
覚
で
捉
え
が
た
い
こ

と
を
表
現
す
る
〈
新
し
さ
〉
を
指
摘
し
て
い
る
。
光
行
の
「
～
の
底
」
の

用
法
も
、
諸
氏
の
指
摘
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
流
行
表
現

の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
は
、
直
接
の
摂
取
源
と
考
え
ら
れ
る
歌
を
指
摘
し
う
る
も
の
も

あ
る
。
片

の
「
雪
の
底
」
に
つ
い
て
は
、
光
行
も
出
詠
し
た
建
久
六
年

243

（
一
一
九
五
）
『
民
部
卿
家
歌
合
』
に
お
け
る
隆
信
詠
「
け
さ
み
れ
ば
梢

も
庭
も
ひ
と
つ
に
て
雪
の
そ
こ
な
る
み
よ
し
の
の
里
」
（

二
十
二
番
右

182

勝
）
が
、
摂
取
源
と
し
て
の
可
能
性
が
最
も
高
い

（
九
）

。
百

の
「
雲
の

94

底
」
も
、
建
久
元
年
（
一
九
九
〇
）
十
二
月
の
良
経
詠
「
や
ま
が
つ
の
た

に
の
す
み
か
に
日
は
く
れ
て
く
も
の
そ
こ
よ
り
こ
ろ
も
う
つ
な
り
」
（
『
秋

篠
月
清
集
』

二
夜
百
首
・
擣
衣
）
が
、
と
も
に
谷
を
上
か
ら
覗
く
視
点

137

を
持
ち
、
「
雲
の
底
」
か
ら
音
声
（
鶯
の
声
・
擣
衣
の
音
）
が
聞
こ
え
て

く
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、
摂
取
源
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
平

の
「
嵐

52

の
底
」
に
は
『
玄
玉
集
』
（

源
資
清
）
と
『
壬
二
集
』
（

初
心
百
首
）

730

51

の
、
百

の
「
煙
の
底
」
に
は
『
教
長
集
』

と
『
長
秋
詠
藻
』

（
久

239

856

65

安
百
首
）
の
先
行
例
が
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。
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「
～
の
底
」
と
同
様
に
、
新
古
今
時
代
に
流
行
し
た
空
間
表
現
に
「
～

の
奥
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
に
全
六
例
が
あ

る
。

ナ
ゲ
キ
コ
シ
山
ノ
イ
ツ
ヘ
ノ
ヲ
ク
ノ
イ
ロ
ハ
ミ
ノ
ウ
キ
雲
ゾ
ト
ザ
シ

（
オ
）

ナ
リ
ケ
ル

（
片

述
懐
部
・
梁
鴻
五
噫
）

126

お
も
ひ
出
る
家
路
の
お
く
の
い
は
か
げ
に
身
の
う
き
く
も
ぞ
と
ざ
し

也
け
る

（
平

述
懐
部
・
梁
鴻
五
噫
）

108

雪
ふ
か
き
あ
づ
ま
の
お
く
の
千
さ
と
ま
で
あ
き
ら
け
き
よ
を
白
川
の

せ
き

（
百

天
象
部
・
雪
・
瑞
雪
警
千
里
）

19

こ
れ
や
こ
の
み
や
こ
の
た
つ
み
鶉
な
く
ふ
し
み
の
お
く
の
野
べ
の
夕

暮

（
百

坤
儀
部
・
野
・
鶉
飛
楚
塞
空
）

27

ひ
な
ど
り
の
行
末
と
を
く
み
え
し
か
な
竜
田
の
お
く
の
雲
井
は
る
か

（
ほ
）

に

（
百

祥
獣
部
・
竜
・
含
章
擬
鳳
雛
）

102

東
方
み
ち
の
お
く
ま
で
ふ
み
見
れ
ば
よ
ゝ
の
む
か
し
の
跡
ぞ
き
え
せ

ぬ

（
百

・
文
物
部
・
史
・
方
朔
初
匡
漢
）

164

「
～
の
奥
」
の
表
現
に
つ
い
て
、
寺
島
恒
世
氏

（
十
）

は
、
八
代
集
で
は

『
後
撰
集
』
三
例
・
『
金
葉
集
』
一
例
（
短
連
歌
）
・
『
詞
花
集
』
一
例
の

後
、
『
千
載
集
』
七
例
・
『
新
古
今
集
』
八
例
と
急
増
す
る
こ
と
、
こ
う
し

た
現
象
の
背
景
に
、
俊
成
・
定
家
の
自
覚
的
な
利
用
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、

寺
島
氏
に
よ
る
と
、
「
奥
」
は
稀
少
語
彙
で
は
な
い
と
は
い
え
、
非
歌
語

的
語
彙
で
あ
っ
た
。
不
可
知
で
限
定
不
能
の
〈
ど
こ
か
〉
を
指
す
曖
昧
性

を
有
す
る
詞
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
覚
的
に
〈
新
し
さ
〉
を
求
め
た
歌
人

た
ち
に
用
い
ら
れ
、
歌
語
と
し
て
定
着
し
た
と
い
う
。

特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
百

の
「
竜
田
の
奥
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

102

こ
の
表
現
は
、
次
の
一
首
か
ら
摂
取
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

和
歌
所
に
て
歌
つ
か
う
ま
つ
り
し
に
、
春
の
歌
と
て
よ
め
る

か
づ
ら
き
や
た
か
ま
の
桜
さ
き
に
け
り
た
つ
た
の
お
く
に
か
ゝ
る
白

雲

（
『
新
古
今
集
』
春
上

寂
蓮
）

87

寂
蓮
歌
は
、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
三
月
の
『
三
体
和
歌
』
で
詠
ま

れ
た
歌
で
あ
っ
た
。
寂
蓮
歌
は
そ
の
後
、
『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
に
「
寂

蓮
は
、（
略
）
た
け
な
ど
ぞ
い
た
く
は
高
く
は
な
か
り
し
か
ど
も
、『
い
ざ
、

た
け
あ
る
歌
詠
ま
む
』
と
て
、
『
た
つ
た
の
奥
に
か
ゝ
る
白
雲
』
と
三
体

の
歌
に
詠
み
た
り
し
、
恐
ろ
し
か
り
き
」
と
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
後
鳥
羽
院
は
こ
の
歌
を
『
時
代
不
同
歌
合
（
初
撰
本
）
』
百
十
二
番

右
に
採
っ
て
い
る
。
後
鳥
羽
院
の
高
い
評
価
を
顧
み
て
も
、
寂
蓮
歌
が
詠

出
当
時
か
ら
評
判
と
な
っ
た
歌
で
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
漢
詩
句
題

の
「
竜
」
か
ら
「
竜
田
」
の
地
名
へ
と
結
び
付
け
た
の
が
光
行
の
工
夫
で

あ
る
が
、
「
竜
田
の
奥
」
の
「
雲
」
が
雄
大
な
様
を
詠
む
点
に
、
寂
蓮
歌

の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
光
行
が
、
『
百
詠
和
歌
』
の
二
年
前
に
詠
ま
れ

た
歌
の
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
に
は
、
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
～
の
底
」
に
せ
よ
「
～
の
奥
」
に

せ
よ
、
そ
れ
ら
の
表
現
が
翻
訳
・
翻
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
う
る

要
素
が
、
歌
題
と
な
る
『
蒙
求
』
標
題
に
も
、
『
李
嶠
百
詠
』
漢
詩
句
に

も
、
注
部
分
に
も
、
特
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
歌
題
の
『
蒙
求
』『
李
嶠
百
詠
』
に
「
～
の
底
」「
～
の
奥
」

の
詞
を
用
い
る
必
然
性
が
あ
る
か
ら
使
っ
た
の
で
は
な
く
、
当
時
の
流
行

表
現
を
和
歌
に
取
り
入
れ
て
い
る
、
と
い
う
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。空

間
表
現
の
二
例
を
見
て
き
た
が
、
光
行
が
用
い
て
い
る
流
行
表
現
は

空
間
表
現
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
空
間
表
現
以
外
に
、
も
う
一
つ
、
新
古

今
的
な
流
行
表
現
と
し
て
「
～
ふ
け
て
」
を
取
り
上
げ
る
。

山
人
ノ
ア
ト
ノ
イ
ヲ
リ
ニ
月
フ
ケ
テ
ア
リ
ア
ケ
ノ
シ
モ
ニ
ヒ
ト
コ
ヱ

（
ホ
）
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ノ
ツ
ル

（
片

雑
部
・
彦
倫
鶴
怨
）

220

よ
も
す
が
ら
つ
る
の
毛
衣
霜
ふ
け
て
あ
し
の
は
が
く
れ
子
を
お
も
ふ

（
底
本
脱
）

声

（
平

冬
部
・
閔
損
衣
単
）

54

「
～
の
底
」
「
～
の
奥
」
と
は
異
な
り
、
二
例
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
の

よ
う
に
「
～
ふ
け
て
」
を
第
三
句
に
置
く
も
の
と
し
て
は
、
次
の
『
新
古

今
集
』
入
集
歌
が
想
起
さ
れ
る
。

家
に
月
五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
け
る
時

さ
む
し
ろ
や
ま
つ
よ
の
秋
の
風
ふ
け
て
月
を
か
た
し
く
う
ぢ
の
は
し

ひ
め

（
『
新
古
今
集
』
秋
上

定
家
）

420

最
勝
四
天
王
院
の
障
子
に
、
う
ぢ
が
は
か
き
た
る
と
こ
ろ

あ
じ
ろ
木
に
い
ざ
よ
ふ
浪
の
を
と
ふ
け
て
ひ
と
り
や
ね
ぬ
る
う
ぢ
の

（
お
）

は
し
ひ
め

（
『
新
古
今
集
』
冬

慈
円
）

637

特
に
定
家
歌
は
、
定
家
の
代
表
歌
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
「
風
ふ
け

て
」
は
、
鴨
長
明
『
無
名
抄
』
「
近
代
歌
体
ノ
事
」
に
、
独
創
的
か
つ
難

解
ゆ
え
、
安
易
な
摂
取
を
戒
め
る
句
の
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

で
は
こ
の
表
現
が
斬
新
で
あ
る
理
由
は
、ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

「
更
く
」
と
い
う
動
詞
に
上
接
す
る
の
は
、
時
間
を
示
す
詞
が
本
来
で
あ

る
。
八
代
集
に
お
け
る
「
～
ふ
け
て
」
の
用
例
は
、『
古
今
集
』
か
ら
『
千

載
集
』
ま
で
は
「
さ
夜
ふ
け
て
」
の
み
で
あ
る
。
定
家
歌
の
特
徴
は
、「
ふ

け
て
」
を
「
風
」
と
い
う
詞
に
繋
げ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
意
味
は
「
夜
が

更
け
て
き
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
よ
う
に
風
が
ふ
き
つ
の
り
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
意
を
「
風
ふ
け
て
」
の
一
語
に
縮
め
た
飛
躍
の
あ
る
表

現
で
あ
る
。
慈
円
歌
の
「
音
ふ
け
て
」
も
同
様
の
語
構
成
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
慈
円
歌
は
、
「
宇
治
の
橋
姫
」
を
と
も
に
詠
む
点
か
ら
も
、
定
家
か

ら
強
く
影
響
を
受
け
て
詠
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

定
家
歌
に
つ
い
て
は
、
物
語
的
構
成
に
注
目
さ
れ
、
「
風
ふ
け
て
」
の

表
現
形
成
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
定
家
の
「
風

ふ
け
て
」
に
先
行
す
る
例
と
し
て
、
西
行
の
歌
が
注
目
さ
れ
る
。

や
せ
わ
た
る
み
な
と
の
か
ぜ
に
月
ふ
け
て
し
ほ
ひ
る
か
た
に
千
鳥
な

く
な
り

（
『
山
家
集
』

「
千
鳥
」
）

552

あ
き
の
よ
の
月
の
ひ
か
り
の
か
げ
ふ
け
て
す
そ
野
の
は
ら
に
を
し
か

な
く
な
り

（
『
聞
書
集
』

「
秋
／
あ
き
の
月
を
よ
み
け
る
に
」
）

89

い
ず
れ
も
、
夜
更
け
に
な
っ
て
月
光
が
い
っ
そ
う
冴
え
て
ゆ
く
様
子
を

表
現
し
て
い
る
。
こ
の
西
行
の
表
現
も
、
時
間
を
表
す
の
で
は
な
い
語
か

ら
「
ふ
け
て
」
へ
と
繋
げ
、
夜
更
け
に
な
っ
て
天
象
が
様
子
を
変
え
て
ゆ

く
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
定
家
歌
が
詠
ま
れ
た
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）

九
月
「
花
月
百
首
」
は
、
同
年
二
月
に
没
し
た
西
行
へ
の
追
慕
か
ら
企
画

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
百
首
に
は
、
定
家
を
含
め
他
の
歌
人
の
詠
作
に

も
、
西
行
か
ら
の
表
現
摂
取
が
多
く
見
い
だ
さ
れ
る

（
十
一
）

。「
風
ふ
け
て
」

も
、
西
行
が
月
歌
で
創
出
し
た
独
創
的
表
現
に
対
す
る
敬
意
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
「
花
月
百
首
」
の
「
月
五
十
首
」

で
、
良
経
も
「
し
ほ
か
ぜ
に
よ
さ
の
う
ら
ま
つ
を
と
ふ
け
て
月
か
げ
よ
す

（
お
）

る
お
き
つ
し
ら
な
み
」
（
『
秋
篠
月
清
集
』

花
月
百
首
・
月
）
を
詠
ん
で

61

い
る
。
類
似
表
現
が
同
時
発
生
的
に
見
い
だ
せ
る
の
は
、
定
家
と
良
経
の

表
現
が
、
共
に
、
西
行
追
慕
と
そ
れ
に
基
づ
く
表
現
摂
取
と
い
う
同
じ
基

盤
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

定
家
の
「
風
ふ
け
て
」
は
、
「
花
月
百
首
」
の
一
～
二
年
後
に
成
立
し

た
私
撰
集
『
玄
玉
集
』
（
天
地
下

）
に
も
採
ら
れ
、
当
時
か
ら
高
く
評

194

価
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
「
～
ふ
け
て
」
は
広
く
流
行
す

る
。
そ
う
し
た
中
で
、
光
行
歌
と
の
関
連
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
が
、
次
の

二
首
で
あ
る
。

月
ふ
け
て
都
の
友
に
あ
ふ
さ
か
の
わ
ら
や
に
か
よ
ふ
み
ね
の
松
風
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（
『
正
治
後
度
百
首
』

家
長
、
雑
・
宴
遊
）

590

百
首
歌
中
、
仏
寺
歌
と
て
よ
み
侍
け
る

は
つ
せ
山
か
は
ら
の
こ
け
に
霜
ふ
け
て
さ
び
し
く
ひ
ゞ
く
鐘
の
音
か

な

（
『
玄
玉
集
』
天
地
下

信
光
）

348

家
長
歌
は
、
西
行
歌
と
同
じ
「
月
ふ
け
て
」
を
用
い
た
例
で
あ
る
。
粗

末
な
家
屋
を
舞
台
と
し
、
そ
れ
を
照
ら
す
月
光
を
詠
む
点
、
光
行
歌
は
家

長
歌
に
近
い
。
西
行
か
ら
直
接
「
月
ふ
け
て
」
を
摂
取
し
た
可
能
性
も
あ

る
が
、
こ
の
家
長
歌
が
介
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
霜
ふ
け
て
」

の
用
例
は
、
新
編
国
歌
大
観
と
新
編
私
家
集
大
成
の
範
囲
で
、
光
行
と
こ

の
『
玄
玉
集
』
所
収
歌
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
西
行
か
ら
定
家
へ
、
そ
し

て
新
古
今
時
代
の
流
行
と
し
て
広
が
っ
た
「
～
ふ
け
て
」
の
表
現
を
、
光

行
も
取
り
入
れ
た
と
い
う
過
程
を
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
片
220

の
注
文
に
光
行
は
「
蕙
帳
空
兮
夜
鶴
怨
、
山
人
去
兮
暁
猿
驚
」
（
孔
稚
珪

「
北
山
移
文
」
）
を
引
用
す
る
。
こ
の
詩
句
を
念
頭
に
置
い
て
詠
ん
だ
和

歌
で
あ
る
が
、
「
夜
」
と
い
う
詞
は
あ
っ
て
も
、「
月
」
は
見
ら
れ
な
い
。

夜
更
け
か
ら
暁
へ
の
時
間
の
推
移
を
「
月
ふ
け
て
」
の
詞
に
よ
っ
て
表
そ

う
と
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
平

「
閔
損
衣
単
」
の

54

注
文
に
は
「
冬
の
夜
」
と
い
う
表
現
は
あ
る
が
、「
霜
」
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
も
、
冬
の
夜
の
寒
さ
と
、
夜
の
長
さ
を
表
現
す
る
た
め
に
「
霜
ふ
け

て
」
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
光
行
歌
二
首
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
同
時
代
和
歌
か
ら
の
影
響

が
認
め
ら
れ
る
。
片

の
「
有
明
の
霜
」
は
、
建
仁
三
年
八
月
一
日
の
良

220

経
邸
詩
歌
合
に
お
け
る
「
月
き
よ
み
あ
り
あ
け
の
し
も
の
お
ぎ
の
は
に
し

（
を
）

ろ
き
を
み
れ
ば
あ
ら
し
な
り
け
り
」
（
『
壬
二
集
』

「
後
京
極
摂
政
家
御

2488

歌
合
、
月
明
風
又
冷
」
）
、
平

の
「
蘆
の
葉
が
く
れ
」
は
「
難
波
が
た
蘆

54

の
葉
が
く
れ
す
む
あ
ま
の
こ
や
も
あ
ら
は
に
て
ら
す
月
か
げ
」（
『
玄
玉
集
』

天
地
下

素
覚
法
師
「
題
不
知
」
）
と
「
さ
ゆ
る
夜
は
あ
し
の
葉
が
く
れ

204

う
き
ね
し
て
朝
日
に
い
づ
る
あ
ぢ
の
む
ら
鳥
」
（
『
仙
洞
十
人
歌
合
（
正
治

二
年
）
』

隆
信
、
四
十
五
番
・
右
・
持
）
の
先
行
例
が
あ
る
。
い
ず
れ

90

も
、
元
久
元
年
以
前
の
用
例
は
以
上
し
か
見
い
だ
せ
な
い
表
現
で
、
光
行

は
こ
れ
ら
の
先
行
例
を
摂
取
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
節
で
は
「
～
の
底
」
「
～
の
奥
」
「
～
ふ
け
て
」
の
三
例
を
、
特
徴
を

端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
た
が
、
流
行
表
現
の
例
は
他
に
も
多

い
。
光
行
は
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
を
詠
む
際
に
、
当
時
の
流
行

表
現
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
が
、

漢
詩
を
和
歌
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
特
異
な
性
質
ゆ
え
に
見
落
と
さ

れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、
二
書
が
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
く
、
新
古
今
時
代

の
産
物
で
あ
る
と
い
う
同
時
代
性
を
示
し
て
い
る
。
光
行
の
他
の
歌
人
と

の
共
通
性
に
つ
い
て
は
、
中
村
文
氏

（
十
二
）

が
『
百
詠
和
歌
』
の
表
現
か
ら
、

俊
恵
・
清
重
・
公
重
な
ど
の
地
下
・
隠
遁
者
の
歌
圏
で
活
動
し
た
人
々
と

の
共
通
性
、
寂
蓮
・
隆
信
と
の
類
同
表
現
・
構
想
を
指
摘
し
て
い
る
。
無

論
、
そ
れ
も
認
め
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
小
稿
で
は
、『
蒙
求
和
歌
』『
百

詠
和
歌
』
が
詠
ま
れ
た
ま
さ
に
同
時
代
、
新
古
今
時
代
と
の
共
通
性
、
同

時
代
和
歌
へ
の
親
炙
が
あ
る
こ
と
を
、
強
調
し
て
お
き
た
い
。

二
、
『
源
氏
物
語
』
摂
取

光
行
の
和
歌
を
考
え
る
際
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
の
『
源
氏
物
語
』

研
究
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠

和
歌
』
が
『
源
氏
物
語
』
古
注
釈
と
関
わ
る
例
を
稲
賀
敬
二
・
池
田
利
夫

が
指
摘
し
、
ま
た
解
釈
の
面
か
ら
、
山
部
和
喜
氏
が
論
じ
て
い
る

（
十
三
）

。

確
か
に
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
に
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
由
来
す
る
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歌
語
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、『
源
氏
物
語
』

研
究
に
従
事
し
た
光
行
が
、
研
究
に
よ
っ
て
得
た
知
識
や
理
解
に
基
づ
き
、

和
歌
詠
作
に
活
か
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
が
、
ま
ず
は
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
具
に
見
て
ゆ
く
と
、
こ
こ
に
も
同
時
代
和
歌
と
の
共
通
性

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
に
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
巻

名
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
「
夕
顔
」
「
花
散
里
」
「
夢
の
浮
橋
」
の

巻
名
が
歌
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
「
夢
の
浮
橋
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。

か
さ
ゝ
ぎ
の
わ
た
す
ほ
ど
な
く
明
わ
た
る
夜
は
の
つ
ば
さ
や
夢
の
う

き
橋

（
百

霊
禽
部
・
鵲
・
愁
随
織
女
帰
）

88

な
お
『
源
氏
物
語
』
に
は
、
「
夢
の
浮
橋
」
の
巻
名
の
由
来
と
な
る
作

中
和
歌
は
無
い
。
薄
雲
巻
で
光
源
氏
が
「
夢
の
わ
た
り
の
浮
橋
か
」
と
口

ず
さ
む
場
面
が
あ
り
、
定
家
の
『
奥
入
』
は
「
世
中
は
ゆ
め
の
わ
た
り
の

う
き
は
し
か
う
ち
わ
た
り
つ
ゝ
も
の
を
こ
そ
お
も
へ
」
と
い
う
出
典
未
詳

歌
を
引
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
詞
の
和
歌
に
お
け
る
使
用
を
考
え
る

際
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
次
の
『
新
古
今
集
』
入
集
歌
で
あ
る
。

守
覚
法
親
王
、
五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
け
る
に

春
の
よ
の
夢
の
う
き
は
し
と
だ
え
し
て
み
ね
に
わ
か
る
ゝ
よ
こ
雲
の

そ
ら

（
『
新
古
今
集
』
春
上

定
家
）

38

建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
の
『
御
室
五
十
首
』
（

）
に
お
け
る
一
首

508

で
、
定
家
の
代
表
歌
と
し
て
も
名
高
い
。
明
け
方
の
空
に
掛
か
る
白
い
物

象
（
雲
・
鵲
の
翼
）
を
「
夢
の
浮
橋
」
に
比
喩
し
、
そ
こ
に
短
夜
の
、
さ

ら
に
は
、
女
性
と
非
日
常
の
う
ち
に
結
ぶ
情
交
の
儚
さ
を
象
徴
さ
せ
て
い

る
点
が
共
通
し
て
お
り
、
定
家
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

直
接
に
は
定
家
か
ら
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
の
だ
が
、
光
行
が
「
夢
の

浮
橋
」
の
詞
を
用
い
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
が
こ
の
時
代
に
流
行
し
た
詞

で
あ
る
、
と
い
う
基
盤
を
確
認
し
て
お
く
。
定
家
に
先
立
っ
て
「
夢
の
浮

橋
」
を
用
い
た
の
は
、
定
家
の
異
父
兄
・
藤
原
隆
信
の
「
わ
た
る
せ
を
い

か
に
た
づ
ね
ん
み
し
ま
え
の
み
し
よ
り
ま
よ
ふ
夢
の
浮
橋
」
（
『
隆
信
集
』

「
後
京
極
殿
、
左
大
将
と
き
こ
え
給
ひ
し
こ
ろ
、
歌
合
侍
り
し
に
、
み

472し
ま
江
を
恋
の
心
に
よ
せ
て
」
）
で
あ
っ
た
。
詞
書
か
ら
、
建
久
年
間
に

良
経
主
催
で
開
か
れ
た
、
名
所
組
題
の
歌
合
で
詠
ま
れ
た
と
判
明
す
る
。

以
下
、
定
家
の
『
御
室
五
十
首
』
詠
以
後
、
新
風
歌
人
、
特
に
御
子
左
家

の
歌
人
た
ち
に
よ
る
作
例
が
目
立
つ
。
定
家
自
身
、
そ
の
後
も
二
首
（
『
正

治
初
度
百
首
』

、
『
千
五
百
番
歌
合
』

）
詠
ん
で
お
り
、
俊
成
女
も

1391

2465

「
思
ひ
ね
の
夢
の
う
き
橋
と
だ
え
し
て
さ
む
る
枕
に
き
ゆ
る
お
も
か
げ
」

（
『
千
五
百
番
歌
合
』
恋
一

千
百
八
十
八
番
・
右
・
持
）
と
詠
ん
で
い

2375

る
。
俊
成
女
歌
に
対
し
て
、
判
者
の
師
光
が
「
右
、
源
氏
の
物
語
の
詞
を

す
ゑ
て
、
や
さ
し
く
見
え
侍
る
に
」
と
判
詞
を
付
し
て
勝
と
し
て
い
る
よ

う
に
、
「
夢
の
浮
橋
」
は
『
源
氏
物
語
』
巻
名
に
よ
る
歌
語
と
認
識
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
俊
成
女
歌
も
、
第
三
句
の
「
途
絶
え
し
て
」
ま
で
定

家
歌
と
一
致
し
、
定
家
か
ら
影
響
を
受
け
て
詠
ま
れ
て
い
る
の
が
明
ら
か

で
あ
る
。
他
に
も
、
忠
良
（
『
千
五
百
番
歌
合
』

）
・
後
鳥
羽
院
（
『
後

2649

鳥
羽
院
御
集
』

）
に
も
「
夢
の
浮
橋
」
「
途
絶
え
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌

1303

が
あ
り
、
当
時
、
定
家
歌
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
、「
夢
の
浮
橋
」「
途
絶
え
」

の
詞
に
よ
っ
て
逢
瀬
の
短
さ
・
儚
さ
を
象
徴
さ
せ
る
と
い
う
手
法
が
、
他

の
歌
人
た
ち
に
も
波
及
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
光
行
の
百

も
、

88

こ
の
よ
う
な
当
時
の
定
家
歌
へ
の
評
価
、
定
家
歌
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
「
夢

の
浮
橋
」
が
持
つ
物
語
性
へ
の
注
目
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
物
語
性
を
、
七
夕
伝
説
に
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

「
花
散
る
里
」
も
『
源
氏
物
語
』
巻
名
に
よ
る
歌
語
で
あ
る
。
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吹
風
に
な
み
よ
る
霜
や
た
ち
ば
な
の
花
ち
る
里
の
庭
の
お
も
か
げ

（
百

嘉
樹
部
・
橘
・
玉

含
霜
動
）

80

「
花
散
る
里
」
は
、
光
源
氏
詠
「
橘
の
香
を
な
つ
か
し
み
ほ
と
と
ぎ
す

花
散
る
里
を
た
づ
ね
て
ぞ
と
ふ
」
が
、
巻
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
、
「
花
散
る
里
」
も
し
く
は
「
橘
の
花
散
る
里
」
は
、
『
万
葉
集
』

か
ら
見
ら
れ
る
歌
語
で
あ
っ
た
。
『
源
氏
物
語
』
注
釈
書
は
「

橘

之

タ
チ
バ
ナ

ノ

花
散
里
乃

霍
公
鳥

片
恋
為
乍

鳴
日
四
曽
多
寸
」
（
『
万
葉
集
』
巻
八

ハ
ナ
チ
ル
サ
ト

ノ

ホ
ト
ヽ
ギ
ス

カ
タ
コ
ヒ

シ

ツ
ヽ

ナ
ク

ヒ

シ

ゾ

オ
ホ

キ

夏
雑
歌
・
大
伴
家
持
／
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
六

大
伴
大
納
言
「
ほ

1473

4417

と
と
ぎ
す
」
第
四
句
「
か
た
ら
ひ
し
つ
つ
」
）
を
指
摘
す
る
。
『
万
葉
集
』

に
は
、
も
う
一
首
「
橘
の
花
散
る
里
」
の
例
が
あ
り
（
巻
十

）
、
い
ず

1978

れ
も
時
鳥
と
と
も
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
『
源
氏
物
語
』
の
「
花
散
る
里
」

詠
は
、
伝
統
的
な
和
歌
表
現
に
則
し
た
も
の
で
あ
る
。
万
葉
以
来
の
歌
語

「
花
散
る
里
」
に
、
「
さ
月
ま
つ
は
な
た
ち
ば
な
の
か
を
か
げ
ば
む
か
し

の
人
の
そ
で
の
か
ぞ
す
る
」（
『
古
今
集
』
夏

読
人
不
知
「
だ
い
し
ら
ず
」

139

／
『
伊
勢
物
語
』
六
〇
段
）
以
来
形
成
さ
れ
た
、
橘
の
花
が
昔
の
記
憶
を

蘇
ら
せ
る
も
の
、
と
い
う
本
意
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
「
橘
の
花
散

る
里
」
は
、
昔
日
を
思
い
出
さ
せ
る
懐
か
し
い
里
、
の
意
味
を
持
つ
歌
語

と
な
っ
た
。
新
古
今
時
代
、
「
花
散
る
里
」
を
用
い
た
歌
は
多
い
。
『
万
葉

集
』
以
来
の
伝
統
的
歌
語
と
い
う
側
面
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に

せ
よ
、
や
は
り
『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
で
あ
る
と
い
う
理
由
が
大
き
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
古
今
時
代
の
歌
人
ご
と
の
用
例
数
と
歌
集
名
・
歌

番
号
の
み
を
挙
げ
る
と
、
良
経
四
例
（
『
秋
篠
月
清
集
』

・

・

・

418

622

724

）
、
慈
円
一
例
（
『
拾
玉
集
』

）
・
家
隆
一
例
（
『
壬
二
集
』

）
・
雅

824

730

218

経
二
例
（
『
明
日
香
井
集
』

・

）
・
後
鳥
羽
院
二
例
（
『
後
鳥
羽
院
御

118

221

集
』

・

）
・
寂
蓮
三
例
（
『
寂
蓮
結
題
百
首
』

・

・
『
正
治
初
度

14

423

27

38

百
首
』

）
が
あ
る
。
正
治
・
建
仁
期
に
集
中
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

1618

る
が
、
こ
う
し
た
流
行
を
考
え
る
上
で
、
新
風
歌
人
の
師
に
あ
た
る
俊
成

の
「
夏
も
猶
あ
は
れ
は
ふ
か
し
た
ち
ば
な
の
花
ち
る
里
に
家
ゐ
せ
し
よ
り
」

（
『
長
秋
詠
藻
』

久
安
百
首
・
夏
）
が
、
そ
の
先
駆
け
と
位
置
づ
け
ら

26

れ
る
。

な
お
、
光
行
歌
の
表
現
で
は
、
結
句
「
庭
の
面
影
」
に
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
詞
も
、
新
古
今
時
代
に
三
例
を
見
い
だ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

月
あ
か
ゝ
り
け
る
夜
、
三
位
入
道
の
も
と
へ

紅
葉
ふ
く
風
の
た
よ
り
に
月
お
ち
て
し
も
に
う
ら
あ
る
庭
の
お
も
か

げ

（
『
慈
鎮
和
尚
御
自
歌
合
』

三
宮
十
五
番
・
八
番
・
右
・
勝
）

202

あ
や
し
く
も
月
の
光
は
く
ま
な
き
を
さ
び
た
る
夜
半
の
庭
の
面
か
げ

（
『
御
室
五
十
首
』

実
房
・
秋
）

77

竹
の
葉
は
お
ぼ
ろ
月
夜
に
風
寒
え
て
む
ら
む
ら
こ
ほ
る
庭
の
お
も
か

げ

（
『
正
治
初
度
百
首
』

後
鳥
羽
院
・
冬
）

62

い
ず
れ
も
秋
冬
の
冷
え
た
庭
と
月
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
百

の
歌

80

題
「
玉

含
霜
動
」
に
は
「
花
橘
、
白
き
た
ま
の
う
る
へ
る
が
ご
と
し
。

此
ゆ
へ
に
霜
を
含
め
る
に
似
た
り
と
云
り
」
と
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
花

（
ゑ
）

橘
の
白
色
が
霜
に
似
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
風
に
揺
ら
れ
る
様
を

詠
ん
だ
詩
句
で
あ
る
。
こ
の
「
霜
」
と
い
う
詞
が
、
冬
の
景
と
結
び
付
い

て
用
い
ら
れ
た
「
庭
の
面
影
」
を
導
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
橘
が
風
に
揺

れ
る
様
子
は
初
二
句
「
吹
く
風
に
波
よ
る
霜
」
で
表
現
し
、
下
句
で
は
「
花

散
る
里
」
「
庭
の
面
影
」
と
い
う
同
時
代
の
表
現
に
よ
っ
て
、
懐
旧
の
光

景
と
し
て
、
ま
た
、
夏
に
咲
く
橘
の
花
か
ら
冬
の
霜
の
情
景
を
蘇
ら
せ
る
、

と
い
う
一
首
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

次
の
「
夕
顔
」
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』
巻
名
で
は
あ
る
の
だ
が
、

歌
語
と
い
う
よ
り
も
、
和
歌
の
素
材
と
し
て
の
定
着
か
ら
検
討
す
る
。

ユ
フ
ガ
ホ
ノ
タ
ソ
カ
レ
ド
キ
ノ
ソ
ラ
メ
ニ
モ
タ
グ
ヒ
ニ
ス
ベ
キ
ハ
ナ
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ノ
ナ
キ
カ
ナ

（
片

夏
部
・
西
施
捧
心

夕
顔
）

33

夕
顔
の
た
そ
か
れ
時
の
な
が
め
に
も
た
ぐ
ひ
に
す
べ
き
花
ぞ
の
こ
ら

ぬ

（
平

夏
部
・
西
施
捧
心

夕
顔
）

30

題
の
「
西
施
捧
心
」
は
、
美
女
・
西
施
が
眉
を
顰
め
る
の
を
醜
女
た
ち

が
真
似
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
美
女
の
容
貌
を
夕
顔
の
花
に
た
と
え

る
の
は
、
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
巻
で
、
夕
顔
の
女
君
の
顔
を
、
夕
顔
の
花

に
比
喩
す
る
、
次
の
二
つ
の
場
面
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

①

御
畳
紙
に
い
た
う
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
書
き
か
へ
た
ま
ひ
て
、

源
氏

寄
り
て
こ
そ
そ
れ
か
と
も
見
め
た
そ
か
れ
に
ほ
の
ぼ
の
見
つ

る
花
の
夕
顔

あ
り
つ
る
御
随
身
し
て
遣
は
す
。

②

顔
は
な
ほ
隠
し
た
ま
へ
れ
ど
、
女
の
い
と
つ
ら
し
と
思
へ
れ
ば
、
げ

に
か
ば
か
り
に
て
隔
て
あ
ら
む
も
事
の
さ
ま
に
違
ひ
た
り
と
思
し

て
、

源
氏

「
夕
露
に
紐
と
く
花
は
玉
ぼ
こ
の
た
よ
り
に
見
え
し
え
に
こ
そ

あ
り
け
れ

露
の
光
や
い
か
に
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
後
目
に
見
お
こ
せ
て
、

女

光
あ
り
と
見
し
夕
顔
の
上
露
は
た
そ
か
れ
時
の
そ
ら
め
な
り

け
り

と
ほ
の
か
に
言
ふ
。
を
か
し
と
思
し
な
す
。

特
に
、
光
源
氏
と
夕
顔
が
と
も
に
過
ご
す
場
面
で
夕
顔
が
詠
ん
だ
歌
の

「
た
そ
か
れ
時
の
空
目
」
（
平
仮
名
本
で
は
「
た
そ
か
れ
時
の
な
が
め
」
）

を
摂
取
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
行
が
夕
顔
歌
を
直
接
の
本
歌
と
し
て
詠

ん
で
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
『
蒙
求
和
歌
』
の
歌
題
は
『
堀
河
百
首
』
と
多
く
が
重
な
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
十
四
）

が
、
夕
顔
は
『
堀
河
百
首
』
に
は
含
ま
れ
な

い
。
夕
顔
は
夏
の
歌
題
で
あ
る
が
、
組
題
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
新
古
今

時
代
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
『
六
百
番
歌
合
』
に
至
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
勅
撰
集
の
夕
顔
の
初
例
も
、
『
新
古
今
集
』
の
「
白
露
の
な

さ
け
を
き
け
る
こ
と
の
葉
や
ほ
の
〴
〵
見
え
し
ゆ
ふ
が
ほ
の
花
」
（
夏

（
お
）

276

頼
実
「
ゆ
ふ
が
ほ
を
よ
め
る
」
）
で
あ
る
。
頼
実
歌
も
、
第
四
句
「
ほ
の

ぼ
の
見
え
し
」
が
①
の
光
源
氏
詠
の
第
四
句
「
ほ
の
ぼ
の
見
つ
る
」
を
、

初
句
の
「
白
露
」
が
②
の
贈
答
歌
に
見
え
る
「
夕
露
」
「
上
露
」
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
り
、
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
巻
を
踏
ま
え
る
歌
で
あ
る
。
新

古
今
時
代
に
、
夕
顔
は
『
源
氏
物
語
』
と
不
可
分
の
歌
材
と
し
て
、
注
目

を
集
め
た
の
で
あ
っ
た
。

光
行
は
「
夕
顔
の
た
そ
か
れ
時
の
空
目
（
な
が
め
）
」
の
詞
に
よ
っ
て

西
施
の
美
貌
を
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
の
女
君
に
重
ね
合
わ
せ
た
。
ま
た
、

そ
の
夕
顔
を
夏
の
歌
材
と
し
て
題
に
組
み
込
む
こ
と
も
、
新
古
今
時
代
の

発
想
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
光
行
と
同
様
に
「
た
そ
か
れ
時
の
そ
ら
め
」
を
摂
取
し
た
例
は

少
な
く
、
後
鳥
羽
院
の
「
降
る
雪
を
た
そ
か
れ
時
の
そ
ら
め
に
は
花
と
や

人
の
み
よ
し
の
の
里
」
（
『
正
治
後
度
百
首
』

後
鳥
羽
院
、
雑
・
暮
）
し

70

か
管
見
に
入
ら
な
い
。
こ
れ
は
夕
顔
を
題
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
光

行
に
先
行
す
る
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

以
上
、
本
節
で
は
、
光
行
の
和
歌
に
『
源
氏
物
語
』
を
淵
源
と
す
る
歌

語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
『
源
氏
物
語
』
の
影
響
が
看

取
で
き
る
の
は
、
巻
名
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
『
源
氏
物

語
』
の
影
響
を
受
け
て
使
用
さ
れ
た
歌
語
も
様
々
見
い
だ
せ
る
が
、
紙
幅

の
関
係
で
、
こ
こ
で
は
巻
名
の
使
用
例
の
検
討
に
と
ど
め
て
お
く
。
こ
う

し
た
方
法
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
光
行
の
研
究
成
果
を
発
揮
し
た

も
の
、
と
見
る
よ
り
、
同
時
代
の
新
古
今
歌
人
た
ち

―
御
子
左
家
系
の
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新
風
歌
人
た
ち
に
よ
る
歌
語
の
利
用
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
新
古
今
時
代
に

お
け
る
流
行
の
影
響
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
以
下
の
背
景
を
念
頭
に
置
い
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
ま
ず
、
河
内
学
派
の
始
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
光
行
が
『
源
氏
物

語
』
研
究
に
着
手
し
た
頃
、
教
え
を
請
う
た
の
が
藤
原
俊
成
で
あ
っ
た
と

い
う
点
で
あ
る
。『
紫
明
抄
』
桐
壺
巻
に
は
、
「
故
実
の
人
に
と
ぶ
ら
は
ん

と
思
て
、
五
条
の
三
品
の
亭
に
ま
か
り
む
か
ひ
て
、
こ
の
事
を
談
べ
き
よ

俊

成

卿

し
申
に
、
お
ほ
き
に
よ
ろ
こ
び
て
、
と
〈
し
〉
し
ご
ろ
わ
が
ね
が
ふ
と
こ

ろ
こ
の
事
に
あ
り
て
と
、
暮
年
に
功
を
ゝ
へ
た
り
。
そ
の
あ
ひ
だ
し
た
が

ひ
つ
か
へ
た
る
物
た
ゞ
親
行
ひ
と
り
日
を
か
ゝ
ず
。
こ
ゝ
に
三
品
の
本
桐

俊

成

卿

壺
巻
を
ひ
ら
き
見
れ
ば
、
（
下
略
）」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
光
行
が
俊
成

の
も
と
で
『
源
氏
物
語
』
を
学
び
、
光
行
に
親
行
が
同
行
し
て
い
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
光
行
・
親
行
父
子
が
俊
成
の
も
と
で
『
源
氏
物

語
』
研
究
に
着
手
し
た
の
は
、
山
岸
徳
平

（
十
五
）

・
池
田
利
夫

（
十
六
）

と
も
に

正
治
・
建
仁
年
間
（
一
一
九
九
～
一
二
〇
三
）
頃
と
推
定
し
て
い
る
。
こ

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
側
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
一
つ
に
つ
い
て

は
第
四
節
に
後
述
す
る
。
い
ま
一
つ
は
、
こ
の
時
期
が
、
俊
成
の
門
弟
に

あ
た
る
新
風
歌
人
た
ち
が
台
頭
し
、
実
り
多
い
活
動
が
後
鳥
羽
院
歌
壇
で

展
開
さ
れ
た
ま
さ
に
そ
の
時
期
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
節

に
述
べ
た
よ
う
に
、
光
行
は
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
に
同
時
代
和

歌
の
表
現
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
光
行
は
、
俊
成
・

定
家
父
子
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
。
新
風
歌
人
た
ち
が
「
新
儀
非
拠
達

磨
歌
」
と
非
難
さ
れ
な
が
ら
も
、
和
歌
表
現
の
拡
張
を
試
み
て
い
た
活
動

が
光
行
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
ま
た
『
源
氏
物
語
』
を
積
極
的
に
摂

取
し
た
新
風
歌
人
た
ち
の
取
り
組
み
が
光
行
に
刺
激
を
与
え
た
こ
と
は
、

充
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

俊
成
の
『
源
氏
物
語
』
に
対
す
る
考
え
は
、
「
『
源
氏
』
見
ざ
る
歌
詠
み

は
遺
恨

ノ

事
也
」
（
『
六
百
番
歌
合
』
冬
上
・
枯
野
・
十
三
番
判
詞
）
と
い

う
有
名
な
立
言
や
『
正
治
和
字
奏
状
』
の
「
教
長
も
清
輔
も
『
源
氏
』
を

見
候
は
ず
」
と
い
う
批
判
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
歌
人
に
と
っ
て
の

必
読
の
書
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
は
定
家
に
も
引
き
継

が
れ
て
い
る
。
『
京
極
中
納
言
相
語
』
に
「
身
に
思
給
ふ
や
う
は
、
紫
の

父
祖
の
事
を
も
沙
汰
せ
ず
、
本
歌
を
求
め
む
と
も
思
は
ず
、
詞
遣
ひ
の
有

様
の
言
ふ
限
り
も
な
き
も
の
に
て
、
紫
式
部
の
筆
を
見
れ
ば
、
心
も
澄
み

て
、
歌
の
姿
・
言
葉
の
優
に
詠
ま
る
ゝ
な
り
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
俊

成
・
定
家
は
『
源
氏
物
語
』
を
歌
人
に
と
っ
て
必
須
の
古
典
と
し
た
が
、

そ
れ
は
知
識
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
詠
歌
の
基
本
と
な
る

詞
や
美
的
世
界
の
基
盤
と
し
て
で
あ
っ
た
。
光
行
の
『
源
氏
物
語
』
研
究

の
師
が
俊
成
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
光
行
と
『
源
氏
物
語
』
の
関
わ

り
を
考
え
る
上
で
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
光
行
が
『
源
氏
物
語
』
を
和
歌
に

摂
取
す
る
上
で
の
姿
勢
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
光
行
と

『
源
氏
物
語
』
の
関
係
は
、
俊
成
の
影
響
を
抜
き
に
し
て
考
え
が
た
い
。

俊
成
の
教
え
を
請
う
た
光
行
が
『
源
氏
物
語
』
を
和
歌
に
摂
取
し
て
お
り
、

そ
し
て
そ
の
摂
取
は
、
定
家
た
ち
新
風
歌
人
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
光
行
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
の
始
発
に
、

和
歌
か
ら
の
関
心
が
存
在
し
た
可
能
性
も
想
定
し
う
る
の
で
あ
る
。

三
、
物
語
摂
取

な
お
、
光
行
が
摂
取
し
て
い
る
物
語
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
み
で
は
な

い
。
『
伊
勢
物
語
』
の
利
用
も
散
見
す
る
。
物
語
取
り
に
つ
い
て
、
光
行

が
物
語
を
「
漢
故
事
を
理
解
す
る
た
め
の
日
本
の
故
事
」
と
し
て
利
用
し
、
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「
和
歌
な
ど
の
表
現
を
重
ね
合
わ
せ
、
日
本
の
類
似
の
例
を
暗
示
し
つ
つ
、

そ
の
世
界
を
構
築
」
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
十
七
）

。
漢
と
和

を
結
び
付
け
る
上
で
、
日
本
独
自
の
古
典
を
取
り
込
む
光
行
の
方
法
に
は

注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
物
語
摂
取
の
方
法
に
、
同
時
代

性
、
中
で
も
俊
成
か
ら
の
影
響
が
顕
著
な
も
の
を
確
認
す
る
。

こ
れ
や
こ
の
み
や
こ
の
た
つ
み
鶉
な
く
ふ
し
み
の
お
く
の
野
べ
の
夕

暮

（
百

坤
儀
部
・
野
・
鶉
飛
楚
塞
空
）

27

こ
の
歌
は
、
「
野
」
と
い
う
詩
題
、
お
よ
び
「
鶉
飛
楚
塞
空
」
と
い
う

漢
詩
句
題
か
ら
、
『
伊
勢
物
語
』
一
二
三
段
を
引
き
寄
せ
て
本
説
取
り
し

て
い
る
。む

か
し
、
男
あ
り
け
り
。
深
草
に
す
み
け
る
女
を
、
や
う
や
う
飽

き
が
た
に
や
思
ひ
け
む
、
か
か
る
歌
を
よ
み
け
り
。

年
を
経
て
す
み
こ
し
里
を
い
で
て
い
な
ば
い
と
ど
深
草
野
と
や

な
り
な
む

女
、
返
し
、

野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
な
り
て
鳴
き
を
ら
む
か
り
に
だ
に
や
は

君
は
来
ざ
ら
む

と
よ
め
り
け
る
に
め
で
て
、
ゆ
か
む
と
思
ふ
心
な
く
な
り
に
け
り
。

漢
詩
句
題
が
、
鶉
が
空
を
飛
ぶ
様
子
を
描
写
す
る
の
に
比
し
て
、
光
行

は
鶉
の
鳴
き
声
に
着
目
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
『
伊
勢
物
語
』
一
二
三
段

の
女
の
歌
が
「
野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
な
り
て
鳴
き
を
ら
む
」
と
詠
ん
で

い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
注
文
に
あ
る
「
巳
方
也
。
鶉
は
巳

の
神
に
か
た
ど
れ
り
」
に
基
づ
き
、
巳
の
方
角
を
和
歌
に
詠
み
こ
む
た
め

に
「
わ
が
い
ほ
は
み
や
こ
の
た
つ
み
し
か
ぞ
す
む
よ
を
う
ぢ
山
と
人
は
い

ふ
な
り
」
（
『
古
今
集
』
雑
上

喜
撰
法
師
「
だ
い
し
ら
ず
」
）
を
合
わ
せ

983

て
本
歌
取
り
し
て
い
る
。
喜
撰
法
師
歌
に
『
伊
勢
物
語
』
一
二
三
段
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
鹿
を
鶉
へ
、
宇
治
山
を
伏
見
の
野
へ
と
移
し
て
い
る
。

但
し
、
光
行
歌
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
の
は
、
俊
成
の
次
の
一
首

で
あ
る
。

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
秋
の
う
た
と
て
よ
め
る

夕
さ
れ
ば
野
べ
の
あ
き
か
ぜ
身
に
し
み
て
う
づ
ら
鳴
な
り
ふ
か
草
の

さ
と

（
『
千
載
集
』
秋
上

俊
成
／
『
長
秋
詠
藻
』

）

259

38

俊
成
終
生
の
自
讃
歌
で
あ
り
、
新
風
歌
人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
一
首
で
あ
る
。
新
古
今
和
歌
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の

先
行
研
究
が
あ
る

（
十
八
）

。
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
俊
成
が
『
伊
勢
物
語
』

一
二
三
段
を
本
説
取
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
深
草
の
里
で
鶉
が
鳴
く
と

い
う
光
景
の
背
後
に
、
〝
男
〟
に
捨
て
ら
れ
た
〝
女
〟
が
鶉
と
化
し
た
と

い
う
、
本
説
の
物
語
の
悲
恋
と
し
て
の
結
末
を
暗
示
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
『
新
古
今
集
』
に
は
俊
成
の
影
響
下
で
深
草
の
里
を
詠
ん
だ
歌
が

四
首
入
集
し
て
い
る
（

良
経
・

通
具
・

慈
円
・

家
隆
）
が
、
い

293

374

512

1337

ず
れ
も
季
節
は
秋
で
〝
男
〟
に
捨
て
ら
れ
た
〝
女
〟
が
、
そ
れ
で
も
な
お

〝
男
〟
を
待
ち
続
け
る
地
と
し
て
深
草
の
里
を
表
現
し
て
い
る
。

光
行
歌
の
「
夕
暮
」
と
い
う
時
間
設
定
、
ま
た
「
野
辺
」
「
鶉
鳴
く
」

と
い
う
詞
に
は
、
明
ら
か
に
俊
成
歌
か
ら
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、

「
深
草
」
で
は
な
く
「
伏
見
」
の
地
名
を
用
い
て
い
る
点
に
は
、
建
久
二

年
（
一
一
九
一
）
の
定
家
詠
「
深
草
の
さ
と
の
ゆ
ふ
か
ぜ
か
よ
ひ
き
て
ふ

し
み
の
を
の
に
う
づ
ら
な
く
な
り
」（
『
拾
遺
愚
草
』

十
題
百
首
・
鳥
十
）

757

の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
新
古
今
時
代
に
流
行
し
た
〝
深

草
の
里
の
鶉
〟
詠
と
比
較
す
る
と
、
光
行
歌
は
、
漢
詩
句
題
お
よ
び
そ
の

注
に
沿
っ
て
、
京
の
東
南
に
あ
る
伏
見
（
深
草
）
で
鶉
が
鳴
い
て
い
る
、

と
い
う
内
容
か
ら
出
る
も
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
他
の
歌
人
た
ち
が
表

現
し
よ
う
と
し
た
物
語
性
や
恋
歌
と
し
て
の
情
趣
の
獲
得
に
は
至
っ
て
い
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な
い
。

次
の
例
も
、
俊
成
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
物
語
取
り
で
あ
る
。

テ
ニ
ク
ミ
シ
シ
ヅ
ク
ノ
ス
へ
ノ
シ
ル
ベ
カ
ナ
ツ
ヒ
ニ
ア
ウ
セ
ノ
井
デ

（
ヱ
）

（
フ
）

ノ
タ
マ
ミ
ヅ

（
片

恋
部
・
雍
伯
種
玉
）

74

手
に
く
み
し
人
の
し
る
べ
に
思
に
も
逢
せ
う
れ
し
き
ゐ
で
の
玉
水

（
平

恋
部
・
雍
伯
種
玉
）

67

「
雍
伯
種
玉
」
は
、
畑
か
ら
産
出
し
た
玉
に
よ
っ
て
妻
を
得
る
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
和
歌
は
説
話
内
容
を
な
ぞ
る
と
い
う
よ
り
は
、
「
雍
伯
種

玉
」
の
標
題
か
ら
、「
井
手
の
玉
川
」
の
地
名
を
手
繰
り
寄
せ
、
次
の
『
伊

、勢
物
語
』
一
二
二
段
を
物
語
取
り
し
て
い
る
。

む
か
し
、
男
、
ち
ぎ
れ
る
こ
と
あ
や
ま
れ
る
人
に
、

山
城
の
井
手
の
玉
水
手
に
む
す
び
た
の
み
し
か
ひ
も
な
き
世
な

り
け
り

と
い
ひ
や
れ
ど
、
い
ら
へ
も
せ
ず
。

し
か
し
、
こ
の
章
段
の
内
容
は
、
約
束
し
た
も
の
の
女
性
に
裏
切
ら
れ

た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
光
行
が
、
片
仮
名
本
で
は
「
遂
に
逢
瀬
の
」
、

平
仮
名
本
で
は
「
逢
せ
う
れ
し
き
」
と
、
ど
ち
ら
も
男
女
が
結
ば
れ
る
ハ

ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
と
し
て
一
首
を
構
想
し
て
い
る
こ
と
と
は
、
距
離
が
開
い

て
い
る
。
「
雍
伯
種
玉
」
が
妻
を
得
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
和
歌
を
説
話
の
内
容
に
合
わ
せ
た
と
考
え
る
と
自
然
か
も
し
れ
な

い
が
、
「
玉
」
と
い
う
詞
か
ら
「
井
手
の
玉
水
」
を
導
い
た
と
し
て
も
、

こ
の
章
段
を
踏
ま
え
る
必
然
性
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
顕
昭
『
袖
中
抄
』
巻
十
三
「
ゐ

で
の
た
ま
み
づ
」
の
次
の
記
述
で
あ
る
。
『
伊
勢
物
語
』
一
二
二
段
の
和

歌
を
掲
出
し
た
後
に
、
顕
昭
は
自
説
を
述
べ
る
。

顕
昭
云
、
こ
れ
は
『
伊
勢
物
語
』
云
、
む
か
し
、
男
、
ち
ぎ
れ
る

事
あ
や
ま
て
れ
る
人
に
此
歌
を
や
れ
り
け
れ
ど
、
い
ら
へ
せ
ず
と
あ

（

マ

マ

）

り
。
ゐ
で
の
た
ま
水
と
は
、
山
城
に
な
ら
へ
行
く
道
に
ゐ
で
の
清
水

と
て
め
で
た
き
水
の
道
づ
ら
に
あ
る
な
り
。
ゆ
き
ゝ
の
人
こ
れ
を
手

に
む
す
び
つ
ゝ
飲
む
。
此
水
を
ば
玉
の
井
と
い
ふ
。
そ
れ
を
ゐ
で
の

タ
マ

玉
水
と
は
い
ふ
歟
。
た
の
み
し
と
は
、
手
に
て
飲
む
と
い
ふ
事
を
、

人
を
頼
む
心
に
寄
せ
て
詠
め
る
な
る
べ
し
。
今
案
に
、
此
歌
は
ゐ
で

に
て
契
れ
る
事
を
た
が
へ
た
る
事
の
あ
り
け
る
に
や
。
若
『
大
和
物

語
』
に
書
き
さ
し
た
る
事
は
こ
れ
に
や
。
（
『
大
和
物
語
』
一
六
九
段

引
用
本
文
、
略
）

今
案
に
、
若
此
事
か
な
は
ぬ
や
う
に
い
ひ
け
れ
ば
、
此
「
た
の
み

し
か
ひ
も
な
き
世
な
り
け
り
」
と
い
ふ
歌
を
ば
詠
め
り
け
る
に
や
。

き
わ
め
て
不
定
の
推
量
に
て
は
あ
れ
ど
、
事
の
体
の
あ
ひ
に
た
る
な

り
。

こ
こ
で
顕
昭
は
、
『
大
和
物
語
』
一
六
九
段
の
話
の
結
末
が
『
伊
勢
物

語
』
一
二
二
段
で
あ
る
、
と
い
う
解
を
示
し
て
い
る
。
『
大
和
物
語
』
一

六
九
段
は
長
文
で
あ
る
の
で
、
梗
概
を
示
す
。
昔
、
内
舎
人
で
あ
っ
た
男

が
、
大
三
輪
社
の
御
弊
使
と
し
て
大
和
国
に
下
っ
た
。
そ
の
途
上
、
井
手

の
辺
り
で
、
可
愛
ら
し
く
器
量
の
よ
い
六
、
七
歳
の
女
児
に
目
を
と
め
、

他
の
男
と
結
婚
す
る
な
、
大
き
く
な
っ
た
ら
迎
え
に
来
る
と
、
帯
を
交
換

し
て
約
束
し
た
。
色
好
み
で
あ
っ
た
男
は
約
束
を
忘
れ
た
が
、
女
児
は
忘

れ
ず
心
に
と
ど
め
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
七
、
八
年
が
経
ち
、
男
が
再
び
同

じ
使
い
で
大
和
国
に
下
る
時
、
井
手
の
辺
り
に
泊
ま
る
と
、
前
に
井
戸
が

あ
っ
た
。
こ
の
物
語
は
、
「
そ
れ
に
水
く
む
女
ど
も
あ
る
が
い
ふ
や
う
、」

と
い
う
一
文
で
終
わ
っ
て
お
り
、
結
末
は
提
示
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

『
大
和
物
語
』
の
本
文
が
後
世
に
欠
落
を
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
光
行
の

時
代
に
す
で
に
現
在
見
る
の
と
同
じ
形
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
先
掲
の
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『
袖
中
抄
』
傍
線
部
に
あ
る
「
書
き
さ
し
た
る
事
は
こ
れ
に
や
」
と
い
う

記
述
が
示
し
て
い
る
。
顕
昭
は
『
大
和
物
語
』
一
六
九
段
と
『
伊
勢
物
語
』

一
二
二
段
を
相
互
補
完
し
て
読
む
こ
と
で
、
一
つ
の
話
が
完
成
す
る
と
見

て
い
る
が
、
話
は
男
と
の
約
束
を
女
が
破
り
、
二
人
は
結
ば
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
、
と
い
う
話
に
な
る
。

し
か
し
光
行
は
、
こ
の
話
を
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
と
し
て
和
歌
に
詠
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
一
首
の
構
想
の
源
泉
を
辿
る
時
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、

俊
成
の
次
の
一
首
で
あ
る
。

と
き
か
へ
し
ゐ
で
の
し
た
を
び
ゆ
き
め
ぐ
り
あ
ふ
せ
う
れ
し
き
た
ま

（
お
）

が
は
の
み
づ

（
『
長
秋
詠
藻
』

右
大
臣
家
百
首
・
初
遇
恋
）

510

こ
の
俊
成
歌
に
つ
い
て
は
、
『
袖
中
抄
』
に
も
先
掲
部
分
の
後
に
「
而

俊
成
卿
歌
云
、
『
解
き
返
し
ゐ
で
の
下
帯
ゆ
き
め
ぐ
り
逢
ふ
瀬
う
れ
し
き

玉
川
の
水
』
と
詠
ま
れ
た
る
は
、
此
『
大
和
物
語
』
の
心
と
見
え
た
り
。

さ
れ
ど
此
物
語
は
書
き
さ
し
た
れ
ば
、
ゆ
き
め
ぐ
り
て
逢
ふ
よ
し
も
な
き

を
、
さ
も
あ
り
ぬ
べ
き
事
な
れ
ば
、
逢
ひ
た
る
定
に
詠
み
な
し
た
る
に
や
。

又
「
玉
川
の
水
」
と
あ
る
も
い
か
ゞ
と
聞
こ
ゆ
。
『
ゐ
で
の
河
波
』
と
詠

み
、『
ゐ
で
の
玉
水
』
と
詠
め
る
歌
ど
も
を
と
り
あ
は
せ
て
詠
め
る
に
や
。

い
か
ゞ
と
聞
こ
ゆ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
顕
昭
は
俊
成
歌
を
批
判
し
て

い
る
が
、
書
き
さ
し
で
あ
っ
た
物
語
の
そ
の
後
を
、
『
伊
勢
物
語
』
と
は

異
な
る
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
と
し
て
虚
構
し
た
こ
と
こ
そ
が
、
俊
成
の
眼
目

で
あ
っ
た

（
十
九
）

。
先
掲
の
『
伊
勢
物
語
』
一
二
三
段
の
本
説
取
り
が
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
か
ら
悲
劇
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
た
の
と
は
、
逆
の
方
向
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
物
語
の
描
か
れ
な
い
そ
の
先
を
虚
構
す
る
方
法
は
、

俊
成
が
拓
き
、
新
古
今
歌
人
た
ち
が
好
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
光
行
も
、

『
蒙
求
和
歌
』『
百
詠
和
歌
』
に
お
い
て
、
俊
成
和
歌
か
ら
影
響
を
受
け
、

そ
の
表
現
方
法
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
俊
成
歌
論
か
ら
の
影
響

俊
成
か
ら
新
古
今
歌
人
へ
。
当
時
の
流
行
表
現
（
新
古
今
的
表
現
と
換

言
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
）
の
展
開
過
程
の
中
に
、
光
行
も
位
置
し
て

い
る
。
俊
成
が
光
行
に
も
た
ら
し
た
影
響
は
、
実
作
を
通
じ
て
だ
け
で
は

な
い
。
光
行
は
俊
成
の
一
連
の
歌
論
か
ら
も
影
響
を
受
け
た
ら
し
い
。

建
久
末
年
の
俊
成
歌
論
に
、
名
歌
の
代
表
と
し
て
繰
り
返
し
引
か
れ
る

の
が
、
次
の
二
首
で
あ
る
。

五
条
の
后
宮
の
に
し
の
た
い
に
す
み
け
る
ひ
と
に
、
ほ
に
は
あ

い

ら
で
物
い
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
む
月
の
と
を
か
あ
ま
り
に
な
む

ほ
か
へ
か
く
れ
に
け
る
。
あ
り
ど
こ
ろ
は
き
ゝ
け
れ
ど
、
え
物

も
い
は
で
、
又
の
と
し
の
は
る
、
む
め
の
は
な
さ
か
り
に
月
の

お
も
し
ろ
か
り
け
る
夜
、
こ
ぞ
お
こ
ひ
て
か
の
に
し
の
た
い
に

（
を
）

い
き
て
、
月
の
か
た
ぶ
く
ま
で
あ
ば
ら
な
る
い
た
じ
き
に
ふ
せ

り
て
よ
め
る

在
原
な
り
ひ
ら
の
朝
臣

月
や
あ
ら
ぬ
は
る
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
み
ひ
と
つ
は
も
と
の

み
に
し
て

（
『
古
今
集
』
恋
五

／
『
伊
勢
物
語
』
四
段
）

747

し
が
の
山
ご
え
に
て
、
い
し
ゐ
の
も
と
に
て
も
の
い
ひ
け
る
人

の
わ
か
れ
け
る
お
り
に
よ
め
る

つ
ら
ゆ
き

（
を
）

む
す
ぶ
て
の
し
づ
く
に
ゝ
ご
る
山
の
ゐ
の
あ
か
で
も
人
に
わ
か
れ
ぬ

る
か
な

（
『
古
今
集
』
離
別

／
『
拾
遺
集
』
雑
恋

「
し
が
の

404

1228

山
ご
え
に
て
、
女
の
山
の
井
に
て
あ
ら
ひ
む
す
び
て
の

む
を
見
て
」
）

と
も
に
『
古
来
風
体
抄
』
勅
撰
集
抄
出
歌
に
撰
ん
で
お
り
、
特
に
左
注

を
付
し
て
い
る
。
業
平
歌
に
は
「
『
月
や
あ
ら
ぬ
』
と
い
ひ
、
『
は
る
や
む



- 14 -

か
し
の
』
な
ど
つ
ゞ
け
る
ほ
ど
の
、
か
ぎ
り
な
く
め
で
た
き
な
り
」
、
貫

之
歌
に
は
「
こ
の
歌
、
『
む
す
ぶ
て
の
』
と
お
け
る
よ
り
、
『
し
づ
く
に
ゝ

ご
る
山
の
ゐ
の
』
と
い
ひ
て
、
『
あ
か
で
も
』
な
ど
い
へ
る
、
お
ほ
か
た

す
べ
て
、
こ
と
ば
、
こ
と
の
つ
ゞ
き
、
す
が
た
こ
ゝ
ろ
、
か
ぎ
り
も
な
き

う
た
な
る
べ
し
。
う
た
の
本
た
い
は
、
た
ゞ
こ
の
歌
な
る
べ
し
」
と
、
と

も
に
絶
賛
し
て
い
る
。
ま
た
『
古
今
問
答
』
に
も
、
業
平
歌
に
は
「
わ
が

身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
／
い
み
じ
き
哥
也
」
と
述
べ
る
（
貫
之
歌

に
つ
い
て
は
記
載
な
し
）。

俊
成
は
、
こ
の
二
首
を
名
歌
の
代
表
と
し
て
次
の
二
箇
所
で
取
り
上
げ

て
い
る
。

○
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
『
民
部
卿
家
歌
合
』
跋
文

た
だ
よ
み
も
あ
げ
、
う
ち
も
な
が
め
た
る
に
、
艶
に
も
を
か
し
く
も

聞
ゆ
る
す
が
た
の
あ
る
な
る
べ
し
。
た
と
へ
ば
、
在
中
将
業
平
朝
臣

の
「
月
や
あ
ら
ぬ
」
と
い
ひ
、
紀
氏
の
貫
之
「
雫
に
濁
る
山
の
井
の
」

な
ど
い
へ
る
や
う
に
よ
む
べ
き
な
る
べ
し
。

○
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
頃
『
慈
鎮
和
尚
御
自
歌
合
』
十
禅
師
十
五
番

十
五
番
判
詞

つ
ね
に
申
や
う
に
は
侍
れ
ど
、
か
の
「
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
」

と
い
ひ
、
「
む
す
ぶ
て
の
し
づ
く
に
ゝ
ご
る
」
な
ど
い
へ
る
也
。
な

に
と
な
く
め
で
た
く
き
こ
ゆ
る
也
。
か
や
う
な
る
姿
詞
に
よ
み
に
せ

ん
と
お
も
へ
る
う
た
は
、
ち
か
き
世
に
は
有
が
た
き
事
な
る
を
、

俊
成
が
二
首
を
、
単
な
る
秀
歌
と
し
て
で
は
な
く
、
和
歌
の
理
想
と
し

て
掲
げ
る
の
は
、
業
平
的
な
抒
情
や
余
情
幽
玄
（
内
容
主
義
的
伝
統
）
と

貫
之
的
な
論
理
的
・
構
成
的
要
素
（
形
態
主
義
的
伝
統
）
の
二
つ
を
と
も

に
備
え
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
俊
成
の
認
識
に
直
結
す
る
と
説

い
た
の
は
、
谷
山
茂

（
二
十
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
錦
仁
氏

（
二
十
一
）

は
、
俊
成
の

歌
論
が
、
自
然
と
人
事
が
歌
中
で
抱
き
合
い
、
高
い
次
元
で
詩
的
融
合
を

遂
げ
て
い
る
詠
歌
を
称
揚
す
る
「
構
成
批
評
」
に
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

『
慈
鎮
和
尚
御
自
歌
合
』
に
「
つ
ね
に
申
や
う
に
は
侍
れ
ど
」
と
あ
る
よ

、
、
、

う
に
、
現
存
す
る
資
料
だ
け
で
は
な
く
、
俊
成
は
繰
り
返
し
こ
の
二
首
に

つ
い
て
述
べ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
特
に
『
民
部
卿
家
歌
合
』
は
、

光
行
も
出
詠
し
た
歌
合
で
あ
っ
た
。
光
行
は
、
建
久
十
年
（
一
一
九
九
）

の
源
頼
朝
没
時
に
は
鎌
倉
に
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、

再
び
京
に
戻
り
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
『
石
清
水
社
歌
合
』
に
出
詠

し
て
い
る
。
建
久
後
半
か
ら
正
治
ま
で
、
光
行
は
京
と
鎌
倉
を
往
還
し
て

お
り
、
そ
の
間
に
、
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
俊
成
の
も
と
で
『
源
氏

物
語
』
を
学
び
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
光
行
が
、
俊
成
の
教
え
に

頻
繁
に
触
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
俊
成
が
取
り
上
げ
る
業
平
歌
・
貫
之
歌
を

踏
ま
え
た
歌
が
、『
蒙
求
和
歌
』『
百
詠
和
歌
』
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
業
平
歌
の
摂
取
例
を
挙
げ
る
。

タ
ビ
人
ト
ナ
リ
テ
ゾ
ミ
ツ
ル
山
ザ
ク
ラ
ハ
ル
ヤ
ム
カ
シ
ノ
ナ
ラ
ノ
フ

ル
サ
ト

（
片

懐
旧
部
・
魏
儲
南
館
）

119

平
仮
名
本
に
は
こ
の
項
目
そ
の
も
の
が
無
い
の
で
、
片
仮
名
本
の
み
に

存
す
る
歌
で
あ
る
。
「
奈
良
の
ふ
る
さ
と
」
と
桜
の
組
み
合
わ
せ
は
、
「
ふ

る
さ
と
ゝ
な
り
に
し
な
ら
の
宮
こ
に
も
い
ろ
は
か
は
ら
ず
は
な
は
さ
き
け

ゾ

り
」
（
『
古
今
集
』
春
下

「
奈
良
の
み
か
ど
の
お
ほ
ん
う
た
」
）
を
念
頭

ル

90

に
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
旅
人
が
山
桜
を
見
て
旧
里
を
懐
古
す
る
と

い
う
内
容
か
ら
、
「
ち
り
は
て
て
の
ち
や
か
へ
ら
ん
ふ
る
さ
と
も
わ
す
ら

れ
ぬ
べ
き
山
ざ
く
ら
か
な
」
（
『
後
拾
遺
集
』
春
上

源
道
済
「
東
三
条
院

125

の
御
屏
風
に
、
た
び
人
山
の
さ
く
ら
を
み
る
と
こ
ろ
を
よ
め
る
」
）
と
合

わ
せ
て
本
歌
取
り
し
た
歌
で
あ
る
。
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こ
の
歌
の
第
四
句
「
春
や
昔
」
は
、
『
古
今
集
』
歌
・
『
後
拾
遺
集
』
歌

に
共
通
す
る
懐
旧
の
主
題
を
表
現
す
る
機
能
を
担
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

が
、
業
平
歌
の
第
二
句
を
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
古
今
時
代
、
こ
の

業
平
歌
を
本
歌
と
す
る
歌
は
正
治
・
建
仁
期
か
ら
急
増
す
る

（
二
十
二
）

。
「
春

や
昔
の
」
と
い
う
句
を
摂
取
し
た
歌
も
『
新
古
今
集
』
に
二
首
「
む
め
の

花
た
が
袖
ふ
れ
し
に
ほ
ひ
ぞ
と
春
や
む
か
し
の
月
に
と
は
ゞ
や
」
（
春
上

通
具
「
千
五
百
番
の
歌
合
に
」
）
「
お
も
か
げ
の
か
す
め
る
月
ぞ
や
ど
り

46け
る
春
や
む
か
し
の
袖
の
な
み
だ
に
」
（
恋
二

俊
成
女
「
水
無
瀬
恋
十

1136

五
首
歌
合
に
、
春
恋
の
心
を
」
）
が
入
集
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
光
行
歌

と
同
様
に
、
「
春
や
昔
」
の
詞
を
、
業
平
歌
の
よ
う
に
過
去
の
恋
へ
の
未

練
と
し
て
で
は
な
く
、
か
つ
て
都
が
置
か
れ
た
地
名
を
詠
み
込
み
、
旧
都

へ
の
懐
古
の
情
を
表
現
す
る
上
で
用
い
る
例
も
、
「
さ
き
の
こ
る
吉
野
の

山
の
花
を
み
て
春
や
昔
と
誰
う
ら
む
ら
ん
」
（
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』

後
31

鳥
羽
院
「
故
郷
花
」
）
「
い
そ
の
か
み
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
で
い
く
世
に

成
り
ぬ
や
ま
ぶ
き
の
は
な
」
（
『
通
親
亭
影
供
歌
合

建
仁
元
年
三
月
』
65

新
参
、
三
番
・
左
・
勝
「
故
郷
款
冬
」
）
「
故
郷
と
な
り
に
し
か
ど
も
桜
さ

く
春
や
む
か
し
の
志
賀
の
は
な
園
」（
『
千
五
百
番
歌
合
』
春
三

俊
成
女
、

352

百
七
十
六
番
・
右
・
持
）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
「
春
や
昔
」

を
旧
都
と
結
び
付
け
る
発
想
も
、
光
行
が
新
古
今
歌
人
た
ち
に
学
ん
だ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
何
よ
り
も
、
歌
論
で
再
三
に
わ
た
り
業
平
歌
を
激

賞
し
た
俊
成
自
身
が
長
歌
で
「
…
ま
た
も
あ
ひ
み
じ

と
お
も
ふ
よ
り

春
や
む
か
し
の

は
る
な
ら
ぬ

わ
が
身
ひ
と
つ
の

か
な
し
さ
を

お

も
ひ
そ
む
れ
ど

ふ
ぢ
ご
ろ
も
…
」
（
『
俊
成
家
集
』

建
久
三
年
後
白
河

620

院
哀
傷
長
歌
）
と
詠
ん
で
い
る
の
が
、「
春
や
昔
」
を
用
い
た
早
い
例

（
二
十
三
）

で
あ
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
「
春
や
昔
」
の
詞
は
用
い
て
い

な
い
が
、
歌
論
で
取
り
上
げ
た
の
と
同
時
期
、
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）

に
詠
進
し
た
『
御
室
五
十
首
』
に
、
「
梅
が
ゝ
も
身
に
し
む
こ
ろ
は
昔
に

て
人
こ
そ
あ
ら
ね
春
の
夜
の
月
」
（
『
御
室
五
十
首
』

俊
成
、
春
）
と
い

255

う
業
平
歌
の
本
歌
取
り
が
見
い
だ
せ
る
。
そ
も
そ
も
「
月
や
あ
ら
ぬ
…
」

歌
は
、
元
来
は
業
平
歌
と
し
て
評
価
は
高
く
な
く
、
代
表
歌
で
あ
る
と
は

考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
再
評
価
し
た
の
が
、
俊
成
で
あ
っ
た
。

建
久
期
後
半
の
俊
成
の
和
歌
、
特
に
建
久
九
年
『
御
室
五
十
首
』
に
、
自

身
の
歌
論
の
実
践
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
『
伊
勢
物
語
』

摂
取
に
お
い
て
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
旧
稿

（
二
十
四
）

で

論
じ
た
。
息
子
の
定
家
を
は
じ
め
と
し
て
、
新
古
今
歌
人
た
ち
は
、
俊
成

の
歌
論
お
よ
び
実
作
か
ら
影
響
を
受
け
て
業
平
歌
を
本
歌
取
り
し
、
そ
れ

が
新
古
今
時
代
に
歌
壇
全
体
の
流
行
へ
と
結
び
付
い
た
の
で
あ
っ
た
。

俊
成
歌
論
か
ら
新
古
今
歌
人
へ
。
同
様
の
こ
と
は
、
貫
之
「
結
ぶ
手
の

…
」
歌
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
但
し
こ
の
歌
は
、
「
月
や
あ
ら

ぬ
…
」
歌
と
は
違
い
、
貫
之
の
生
前
か
ら
評
価
が
高
く
、
『
新
撰
和
歌
』

・
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
二

「
や
ま
の
井
」
に
も
採
ら
れ
、
ま
た
歌

197

986

学
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
歌
で
は
あ
っ
た
。
平
安
期
に
も
藤
原
師

氏
（
九
一
三
―
九
七
〇
）
の
「
む
す
ぶ
手
の
し
づ
く
に
に
ご
る
月
影
の
身

を
し
り
ぬ
れ
ば
ち
よ
も
い
な
い
な
」
（
『
海
人
手
古
良
集
』

無
常
）
、
藤

66

原
実
方
（
？
―
九
九
八
）
の
「
む
す
ぶ
て
の
し
づ
く
に
に
ご
る
き
み
よ
り

も
あ
か
ず
も
き
き
し
き
み
が
こ
ゑ
か
な
」
（
『
実
方
集
』

「
お
な
じ
女
、

244

こ
と
人
に
も
の
い
ふ
と
き
き
て
」
）
に
、
物
語
で
も
『
夜
の
寝
覚
』
巻
四

（

中
納
言
）
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
二
（

中
納
言
）
、『
浅
茅
が
露
』

46

50

（

権
中
納
言
）
の
作
中
和
歌
に
貫
之
歌
の
摂
取
が
認
め
ら
れ
る
。
『
古

23
今
集
』
『
拾
遺
集
』
の
詞
書
が
示
す
よ
う
に
、
旅
路
で
の
ほ
ん
の
一
時
の

出
会
い
と
別
れ
と
い
う
物
語
的
な
背
景
を
持
つ
た
め
に
、
物
語
の
作
中
歌
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や
恋
歌
に
摂
取
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
結
ぶ
手
の

滴
」
「
山
の
井
」
の
詞
が
摂
取
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

俊
成
自
身
、
歌
論
で
取
り
上
げ
る
に
先
立
っ
て
、
治
承
二
年
（
一
一
七

八
）
「
右
大
臣
家
百
首
」
で
「
あ
さ
ま
し
や
い
か
に
む
す
び
し
山
の
井
の

又
も
か
げ
み
ぬ
ち
ぎ
り
な
り
け
む
」
（
『
長
秋
詠
藻
』

右
大
臣
家
百
首
・

530

遇
不
遇
恋
）
を
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
新
古
今
時
代
の
「
結
ぶ
手
の
…
」

歌
の
本
歌
取
り
は
、
文
治
・
建
久
期
に
は
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
ず
、
管
見
に
入
る
の
は
、
家
隆
の
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
詠
「
せ
き

と
む
る
山
下
水
を
結
ぶ
手
の
し
づ
く
に
秋
の
露
ぞ
こ
ぼ
る
る
」（
『
壬
二
集
』

殷
富
門
院
大
輔
百
首
・
夏
）
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
建
久
末
年
以
後
、

223用
例
が
散
見
す
る
。
比
較
的
早
い
例
が
、
建
久
九
年
前
後
の
次
の
三
首
で

あ
る
。

お
な
じ
（
建
久
九
年
）
大
嘗
会
主
基
屏
風
に
、
六
月
松
井

と
き
は
な
る
松
井
の
水
を
む
す
ぶ
て
の
し
づ
く
ご
と
に
ぞ
ち
よ
は
み

え
け
る

（
『
新
古
今
集
』
賀

資
実
）

756

む
す
ぶ
て
に
夏
の
日
数
ぞ
忘
行
あ
き
や
す
む
ら
ん
山
の
井
の
水

（
『
御
室
五
十
首
』

兼
宗
・
夏
）

219

結
ぶ
手
の
し
づ
く
に
た
む
る
山
の
井
に
桜
吹
き
ま
け
し
が
の
浜
か
ぜ

（
『
壬
二
集
』

詠
二
百
首
和
歌
・
雑
・
別
）

1132

中
で
も
、
『
古
今
問
答
』
の
問
者
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
人

で
あ
る
中
山
兼
宗
の
作
が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
（
但
し
『
古
今
問
答
』

に
は
貫
之
歌
に
つ
い
て
の
記
述
は
無
い
）
。
俊
成
が
建
久
期
後
半
に
、
自

ら
の
歌
論
の
柱
と
し
て
業
平
歌
・
貫
之
歌
を
秀
歌
の
代
表
に
挙
げ
た
直
後

か
ら
、
本
歌
取
り
の
例
が
出
始
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
建
仁
期
か
ら

「
結
ぶ
手
の
…
」
歌
の
本
歌
取
り
が
散
見
す
る
。
催
し
ご
と
に
あ
げ
る
と
、

建
仁
元
年
二
月
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
二
例
（

寂
蓮
・

慈
円
）
・
建

165

173

仁
元
年
三
月
「
内
宮
百
首
」（
『
後
鳥
羽
院
御
集
』

）
・
『
千
五
百
番
歌
合
』

225

三
例
（

忠
良
・

兼
宗
・

雅
経
）
が
あ
る
。
そ
の
中
で
『
老
若
五
十

765

991

2697

首
歌
合
』
の
慈
円
歌
は
、
『
新
古
今
集
』
に
入
集
し
て
い
る
。

五
十
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時

前
大
僧
正
慈
円

む
す
ぶ
て
に
か
げ
み
だ
れ
ゆ
く
山
の
井
の
あ
か
で
も
月
の
か
た
ぶ
き

に
け
る

（
『
新
古
今
集
』
夏

）
258

慈
円
歌
は
特
に
、
貫
之
歌
の
持
つ
、
上
句
が
序
詞
と
し
て
機
能
し
つ
つ
、

場
面
を
想
像
さ
せ
、
一
首
の
情
感
の
形
成
に
寄
与
す
る
特
質

（
二
十
五
）

を
活

か
し
た
本
歌
取
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
建
久
末
年
か
ら
建
仁
期
の
本
歌
取

り
は
、俊
成
歌
論
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
光
行
が
貫
之
歌
を
本
歌
取
り
し
た
の
は
以
下
の
二
首
で
あ
る
。

ム
ス
ブ
テ
ニ
ヽ
ゴ
ル
シ
ヅ
ク
モ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
ヒ
ト
リ
ス
ミ
ケ
ル
山
ノ

井
ノ
ミ
ヅ

（
片

、
平

述
懐
部
・
屈
原
沢
畔

漁
父
江
浜
）

128

110

春
風
に
な
み
よ
る
花
の
し
づ
く
ま
で
む
す
ぶ
手
に
ほ
ふ
玉
の
井
の
水

（
百

嘉
樹
部
・
李
・
花
明
玉
井
春
）

73

片

・
平

の
「
ム
ス
ブ
テ
ニ
…
」
歌
は
、
『
蒙
求
和
歌
』
所
収
歌
の

128

110

う
ち
、
唯
一
の
勅
撰
和
歌
集
入
集
歌
で
あ
る
（
『
続
後
撰
集
』
雑
中

「
楚

1125

屈
原
を
」
）
。
い
ず
れ
も
、
貫
之
歌
に
あ
る
物
語
性
や
、
人
事
と
自
然
と
の

融
合
は
捨
象
し
、「
結
ぶ
手
」「
山
（
玉
）
の
井
の
水
」
に
よ
っ
て
、
泉
（
ま

た
は
井
戸
）
の
水
を
手
で
掬
う
と
い
う
行
為
、
そ
し
て
そ
の
水
の
清
ら
か

さ
・
美
し
さ
を
表
現
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
片

・
平

は
屈
原
の

128

110

説
話
で
あ
る
が
、
江
浜
で
漁
父
の
問
い
に
屈
原
が
答
え
た
「
挙
レ

世
混
濁、

而
我
独
清
」
に
「
濁
る
」
「
ひ
と
り
澄
み
け
る
」
が
対
応
す
る
。
ま
た
百

、
、

は
注
文
に
「
又
崑
崙
山
に
玉
の
李
あ
り
。
（
略
）
玉
水
に
あ
ら
ふ
時
、

73和
か
に
な
れ
り
と
云
り
」
と
あ
り
、
李
を
玉
水
で
洗
う
と
い
う
内
容
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
結
ぶ
手
」
に
つ
な
が
る
。
歌
題
を
表
現
す
る
上
で
、
貫
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之
歌
の
表
現
を
用
い
る
必
然
性
は
高
い
と
言
え
る
が
、
こ
の
本
歌
を
光
行

が
手
繰
り
寄
せ
た
背
景
に
、
俊
成
の
高
い
評
価
と
そ
れ
ゆ
え
の
注
目
を
想

定
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。

光
行
が
俊
成
の
も
と
で
『
源
氏
物
語
』
を
学
ん
だ
時
期
を
考
え
る
と
、

歌
壇
を
長
老
・
指
導
者
と
し
て
牽
引
し
た
当
時
の
俊
成
か
ら
、
和
歌
の
面

に
お
い
て
も
積
極
的
に
多
く
を
学
び
取
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
俊
成
の
実

作
の
み
な
ら
ず
、
建
久
期
後
半
の
俊
成
歌
論
に
則
し
た
詠
作
を
『
蒙
求
和

歌
』
『
百
詠
和
歌
』
に
見
い
だ
せ
る
こ
と
が
、
俊
成
の
影
響
の
大
き
さ
を

示
す
の
で
あ
る
。

結
び
に

以
上
、
本
稿
で
は
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
を
通
覧
し
、
新
古
今

歌
人
と
の
共
通
表
現
か
ら
、
光
行
の
同
時
代
性
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
新
風

和
歌
へ
の
親
炙
を
検
討
し
て
き
た
。
ま
た
、
光
行
和
歌
に
、
俊
成
歌
論
の

影
響
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
建
久
末
年
の
俊
成
歌
論

に
た
び
た
び
表
れ
る
俊
成
の
主
張
を
踏
ま
え
て
実
践
し
た
よ
う
な
和
歌
が

散
見
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
光
行
の
和
歌
詠
作
が
、
俊
成
歌
論
に
則
し
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
態
度
は
、
俊
成
門
下

の
新
風
歌
人
た
ち
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
光
行
の
和
歌
の
指

導
者
と
し
て
、
俊
成
を
通
説
と
す
る
こ
と
へ
反
論
し
て
顕
昭
を
挙
げ
る
説

も
あ
る

（
二
十
六
）

が
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
俊
成
歌
論
の
実
践
や

新
風
歌
人
か
ら
の
影
響
か
ら
看
取
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
俊
成
お
よ
び
御

子
左
家
系
の
新
風
歌
人
た
ち
と
の
近
さ
で
あ
る
。

但
し
、
新
風
表
現
の
摂
取
、
俊
成
歌
論
の
実
践
と
い
っ
て
も
、
『
新
古

今
集
』
の
代
表
歌
人
た
ち
と
は
異
な
り
、
詞
の
表
層
的
な
摂
取
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
物
語
取
り
に
し
て

も
、
踏
ま
え
ら
れ
た
物
語
の
情
趣
の
摂
取
や
、
本
説
を
踏
ま
え
た
上
で
の

新
た
な
物
語
世
界
の
構
築
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
無
論
、
『
蒙
求
和

歌
』
『
百
詠
和
歌
』
が
、
背
後
に
豊
富
な
説
話
内
容
を
有
す
る
標
題
・
漢

詩
句
を
歌
題
と
す
る
た
め
、
題
か
ら
大
き
な
制
約
を
受
け
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
事
情
は
差
し
引
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
筆
者

が
気
付
き
得
て
い
な
い
、
表
現
の
深
奥
に
潜
む
摂
取
も
想
定
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
光
行
の
和
歌
に
、
分
か
り
や

す
い
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
、
新
風
和
歌
、
特
に
俊
成
か
ら
の
影
響
が
看

取
で
き
る
、
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
光
行
が
『
蒙
求
和
歌
』

『
百
詠
和
歌
』
を
制
作
す
る
上
で
の
詠
歌
姿
勢
を
考
え
る
た
め
に
重
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

光
行
の
新
風
へ
の
親
炙
は
、『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
が
、
時
代
の

中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
光
行
が
新
古
今
時
代
の
歌

人
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
光
行
の
文
学
事
蹟
を
考
え
る
上
で
、

こ
う
し
た
土
壌
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
漢
詩
和
歌
化
三
部
作
の
制
作
意
図
に
つ
い
て
は
、『
蒙
求
和
歌
』

片
仮
名
本
自
序
に
「
ム
ラ
サ
キ
ノ
サ
ヲ
ゲ
ノ
フ
デ
ヲ
シ
メ
テ
、
シ
ロ
キ
ア

サ
ノ
カ
ミ
ニ
シ
ル
ス
ト
ナ
リ
」
と
あ
り
、
「
紫
の

毫

の
筆
」
「
白
き
麻
の

さ
を
げ

紙
」
が
高
貴
な
人
物
を
思
わ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
『
蒙
求
』
・
『
李
嶠
百

詠
』
・
新
楽
府
が
初
学
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
鎌
倉
在
住
の
光
行
が

十
三
歳
で
あ
っ
た
将
軍
源
実
朝
に
献
上
し
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る

（
二
十
七
）

。
但
し
、
自
序
に
あ
る
短
い
記
述
と
、
当
時
の
鎌
倉
の
状
況
を
も

と
に
し
た
推
測
で
あ
っ
て
、
確
実
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
い
ず

れ
に
せ
よ
、
鎌
倉
で
光
行
が
漢
詩
和
歌
化
三
部
作
を
制
作
し
、
貴
人
に
献

上
す
る
上
で
、
こ
の
時
す
で
に
光
行
が
『
千
載
集
』
に
三
首
入
集
す
る
勅
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撰
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。
京
か
ら
来
た
勅
撰
歌

人
が
献
上
す
る
和
歌
に
鎌
倉
の
人
々
が
期
待
す
る
の
は
、
優
れ
た
和
歌
で

あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
京
の
歌
壇
に
流
行
す
る
最
先
端
の
表
現

で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
の
和

歌
表
現
か
ら
窺
わ
れ
る
の
は
、
京
の
歌
壇
の
流
行
表
現
を
積
極
的
に
摂
取

し
て
、
時
代
の
好
尚
に
合
っ
た
和
歌
を
詠
も
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
新

古
今
和
歌
の
基
本
が
、
俊
成
お
よ
び
俊
成
門
下
の
新
風
歌
人
た
ち
に
よ
っ

て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
俊
成
の
教
え
に
則
っ
て
和
歌
を
詠
も
う

と
す
れ
ば
、
自
ず
と
新
風
表
現
へ
の
接
近
に
繋
が
る
。
但
し
漢
詩
和
歌
化

三
部
作
は
、
題
と
な
る
漢
詩
句
が
あ
り
、
さ
ら
に
注
に
よ
っ
て
内
容
が
拘

束
さ
れ
る
。
光
行
が
用
い
た
表
現
が
、
歌
題
と
な
る
蒙
求
標
題
・
漢
詩
句

の
内
容
に
合
致
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
用
い
る
必
然
性
は
薄

い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
漢
詩
句
の
内
容
を
翻
案
・
翻
訳
し
て
和
歌

を
詠
む
と
い
う
の
が
、
従
来
の
句
題
和
歌
の
詠
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
新
古
今
時
代
の
流
行
表
現
を
積
極
的
に
用
い
る
の
は
、
内
容
よ
り

も
「
詞
」
を
優
先
す
る
の
で
あ
り
、
漢
詩
句
の
内
容
か
ら
離
れ
る
危
険
を

有
す
る
。
そ
れ
で
も
敢
え
て
、
光
行
は
流
行
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

注
部
分
が
漢
籍
に
対
す
る
関
心
を
誘
う
学
び
へ
の
入
口
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
和
歌
は
、
や
は
り
和
歌
が
持
つ
面
白
さ
、
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
詠

ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
光
行
は
流
行
表
現
を
取
り

入
れ
た
和
歌
を
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
当
時
の
光
行
の
状
況
に
つ
い
て
は
伝
記
的
に
検
証
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
一
方
で
、
先
行
研
究
で
は
、
光
行
が
漢
詩
和
歌
化
三
部
作
を
制

作
し
た
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
と
い
う
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
元
久
元
年
と
は
、
京
で
は
新
た
な
勅
撰
和
歌
集
『
新
古

今
集
』
編
纂
へ
と
、
歌
壇
が
胎
動
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
『
新
古
今
集
』

撰
集
の
た
め
、
和
歌
所
が
設
置
さ
れ
た
の
が
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
七

月
、
勅
撰
集
撰
進
の
院
宣
が
下
っ
た
の
が
、
同
年
十
一
月
で
あ
る
。
撰
歌

作
業
は
建
仁
三
年
ま
で
続
き
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
六
月
ま
で
の
間
、

後
鳥
羽
院
が
撰
歌
に
目
を
通
し
、
採
用
す
べ
き
歌
に
点
を
付
し
て
撰
者
に

戻
し
て
い
る
。
元
久
元
年
七
月
末
か
ら
、
撰
者
た
ち
に
よ
る
部
類
が
始
ま

り
、
元
久
二
年
三
月
に
竟
宴
が
行
わ
れ
、
『
新
古
今
集
』
は
一
応
の
完
成

を
見
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
光
行
が
『
蒙
求
和
歌
』
『
百
詠
和
歌
』
を

制
作
し
て
い
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
京
で
は
新
た
な
勅
撰
和
歌
集
が
編
ま

れ
て
い
る
最
中
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
光
行
が
い
た
の
は
鎌
倉
で
、

京
か
ら
は
遠
く
離
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
俊
成
に
師
事
し
、
定
家
と
の
親

交
が
あ
っ
た
光
行
が
、
京
の
歌
壇
の
動
向
に
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
。

こ
う
し
た
京
の
歌
壇
の
動
向
を
考
え
る
と
、
二
書
に
当
時
の
流
行
表
現

が
ふ
ん
だ
ん
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
、
そ
し
て
光
行
が
新

機
軸
か
つ
大
規
模
な
作
品
を
企
図
し
た
背
景
に
、
勅
撰
和
歌
集
へ
の
入
集

を
願
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
想
像
さ
れ
る
。
結
果
と

し
て
、
光
行
の
『
新
古
今
集
』
入
集
歌
は
、
「
心
あ
る
人
の
み
あ
き
の
月

を
み
ば
な
に
を
う
き
身
の
お
も
ひ
い
で
に
せ
ん
」（
雑
上

「
題
し
ら
ず
」
）

1541

一
首
で
あ
り
、
『
千
載
集
』
入
集
歌
数
三
首
に
も
及
ば
ず
、
漢
詩
和
歌
化

三
部
作
か
ら
は
『
新
古
今
集
』
に
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
光

行
が
、
漢
詩
和
歌
化
三
部
作
を
勅
撰
集
撰
集
資
料
と
し
て
、
定
家
に
送
っ

た
形
跡
は
あ
る
。
そ
の
後
、
漢
詩
和
歌
化
三
部
作
か
ら
勅
撰
和
歌
集
に
、

三
首
が
入
集
し
て
い
る
。

楽
府
を
題
に
て
歌
よ
み
侍
け
る
に
、
陵
園
妾
の
心
を
よ
め
る

と
ぢ
は
つ
る
み
や
ま
の
お
く
の
ま
つ
の
戸
を
う
ら
や
ま
し
く
も
い
づ

る
月
か
な

（
『
新
勅
撰
集
』
雑
一

）
1091
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楚
屈
原
を

む
す
ぶ
て
に
ゝ
ご
る
し
づ
く
も
あ
る
物
を
ひ
と
り
す
み
け
る
山
の
井

の
水

（
『
続
後
撰
集
』
雑
中

）
1125

大
行
路
の
心
を

ま
す
鏡
か
は
ら
ぬ
影
も
あ
る
も
の
を
い
か
に
う
つ
ろ
ふ
人
の
こ
こ
ろ

ぞ

（
『
新
千
載
集
』
雑
下

）
2023

『
蒙
求
和
歌
』
の
伝
流
に
つ
い
て
は
、
池
田
利
夫

（
二
十
八
）

が
、
『
源
氏
物

語
』
注
釈
書
・
『
平
家
物
語
』
・
『
漢
故
事
和
歌
集
』
な
ど
へ
の
引
用
か
ら

述
べ
て
い
る
が
、
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
歌
道
家
に
も
伝
え
ら
れ
て

い
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
国
会
図
書
館
本
に
は
、
跋
文
の
「
カ
ラ
ク
ニ

ヤ
」
の
光
行
歌
の
下
に
、
「
治
部
卿
定
家
」
の
文
字
が
見
え
、
国
会
図
書

館
本
の
粗
本
が
建
保
五
～
六
年
（
一
二
一
七
～
一
八
）
の
定
家
の
手
を
経

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

（
二
十
九
）

。
定
家
と
為
家
が
単
独
撰
者

を
つ
と
め
た
『
新
勅
撰
集
』
と
『
続
後
撰
集
』
に
入
集
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
光
行
の
漢
詩
和
歌
化
三
部
作
が
定
家
の
も
と
に
存
し
た
の
は
確
か
で

あ
り
、
そ
れ
を
為
家
が
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
伝
来
は
、

光
行
が
定
家
に
漢
詩
和
歌
化
三
部
作
を
送
っ
た
、
そ
れ
は
勅
撰
集
入
集
へ

の
望
み
を
掛
け
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ

る
。和

歌
の
歌
番
号
は
、
『
万
葉
集
』
は
旧
編
国
歌
大
観
番
号
、
他
は
新
編
国
歌
大

観
番
号
に
拠
る
。
本
文
の
引
用
は
、
特
に
記
さ
な
い
限
り
、
和
歌
は
新
編
国
歌

大
観
に
拠
る
。

『
蒙
求
和
歌
』
片
仮
名
本
…
国
立
国
会
図
書
館
甲
本
（

―

）
、
同
平
仮

WA
15

9

名
本
…
内
閣
文
庫
甲
本
（

―

）
、『
百
詠
和
歌
』
…
杤
尾
武
編
『
百
詠
和
歌

201

376

注
』
（
昭

、
汲
古
書
院
）
、
『
古
今
集
』『
新
古
今
集
』『
玄
玉
集
』『
壬
二
集
』

54

…
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
（
臨
川
書
店
）
、
『
千
載
集
』
…
陽

明
叢
書
（
思
文
閣
出
版
）
、
『
続
後
撰
集
』
『
古
来
風
体
抄
』
『
拾
遺
愚
草
』
…
冷

泉
家
時
雨
亭
叢
書
（
朝
日
新
聞
社
）
、『
新
勅
撰
集
』『
御
室
五
十
首
』『
奥
入
』

…
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
（
貴
重
本
刊
行
会
）
、
『
万
葉
集
』
…
『
校
本
万
葉

集

別
冊
一
～
三
廣
瀬
本
』
（
平

、
岩
波
書
店
）
、
『
秋
篠
月
清
集
』
『
古
今
問

6

答
』
…
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
（
八
木
書
店
）
、
『
長
秋
詠
藻
』
『
俊
成
家
集
』

…
『
藤
原
俊
成
全
歌
集
』
（
平

、
笠
間
書
院
）
、
『
六
百
番
歌
合
』
…
新
日
本

19

古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
…
『
千
五
百
番
歌
合
の
校

本
と
そ
の
研
究
』
（
昭

、
風
間
書
房
）
、
『
慈
鎮
和
尚
御
自
歌
合
』
…
細
川
家

43

永
青
文
庫
叢
刊

『
歌
合
集
』
（
昭

、
汲
古
書
院
）
、『
正
治
和
字
奏
状
』
『
京

8

59

極
中
納
言
相
語
』
…
中
世
の
文
学
『
歌
論
集
（
一
）
』（
昭

・
三
弥
井
書
店
）
、

46

『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
『
袖
中
抄
』
…
歌
論
歌
学
集
成
（
三
弥
井
書
店
）
、
『
源

氏
物
語
』『
伊
勢
物
語
』『
大
和
物
語
』
…
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
、

『
紫
明
抄
』
…
京
都
大
学
国
文
資
料
叢
書
（
臨
川
書
店
）

［
注
］

（
一
）
な
お
光
行
の
和
歌
表
現
に
つ
い
て
は
、
上
村
正
人
「
源
光
行
の
和
歌
に
お

け
る
傾
向

―
特
に
勅
撰
歌
集
の
場
合
を
中
心
に

―
」（
『
武
蔵
野
女
子
学

院
短
期
大
学
紀
要
』

、
昭

・

）
が
漢
詩
文
摂
取
を
指
摘
し
て
い
る
が
、

1

36

3

勅
撰
集
入
集
歌
を
中
心
と
し
て
論
じ
て
い
る
た
め
、『
蒙
求
和
歌
』『
百
詠
和

歌
』
の
表
現
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
章
剣
『
『
蒙
求
和
歌
』

校
注
』（
平

・
渓
水
社
）
、
胡
志
昂
・
山
部
和
喜
・
中
村
文
「
『
百
詠
和
歌
』

24

注
釈
（
一
）
～
（
三
）
」（
『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
（
人
間
学
部
篇
）
』

～

、

7

9

平

～
平

）
の
注
釈
が
あ
り
、
小
稿
に
も
参
考
に
し
た
。

19

21

（
二
）
川
瀬
一
馬
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』（
初
版
・
昭

、
昭

、
講
談
社
）「
唐

18

46

物
語
と
蒙
求
和
歌
」
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（
三
）
池
田
著
書
第
六
章
「
蒙
求
和
歌
の
成
立
と
伝
流
」

（
四
）
山
部
和
喜
「
『
蒙
求
和
歌
』
に
お
け
る
〈
翻
訳
〉
」（
『
川
口
短
期
大
学
紀
要
』

、
平

・

）

8

6

12

（
五
）
佐
藤
恒
雄
『
藤
原
定
家
研
究
』（
平

、
風
間
書
房
）
第
四
章
第
三
節
「
露

13

の
そ
こ
な
る
」

（
六
）
石
川
泰
水
「
式
子
内
親
王
の
『
第
一
の
百
首
』
と
定
家
の
初
期
の
作
品
」

（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
昭

・

）

43

55

11

（
七
）
茅
原
雅
之
「
家
隆
に
お
け
る
西
行
歌
受
容
考

―
「
心
の
果
」
と
「
し
の

ぶ
の
奥
」

―
」（
『
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』

、
平

58

）
、
樺
沢
綾
「
歌
語
「
心
の
そ
こ
」

―
西
行
お
よ
び
文
治
建
久
期
の
慈

11円
と
定
家

―
」（
『
武
庫
川
国
文
』

、
平

・

）

64

16

11

（
八
）
樺
沢
綾
「
歌
語
「
霞
の
そ
こ
」
と
は
い
か
な
る
空
間
か

―
俊
成
・
清
輔

の
試
み
に
つ
い
て

―
」（
『
武
庫
川
国
文
』

、
平

・

）

66

17

11

（
九
）
他
に
先
行
例
と
し
て
『
教
長
集
』

と
『
拾
玉
集
』

（
文
治
五
年
十
一

578

5139

月
十
七
日
公
衡
詠
）
の
二
例
が
あ
る
。

（
十
）
寺
島
恒
世
「
歌
語
「
奥
」
考
」（
『
国
語
国
文
』

―

、
昭

・

）

56

10

62

10

（
十
一
）
久
保
田
淳
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
（
昭

、
東
京
大
学
出
版
会
）
第

48

三
篇
第
二
章
第
三
節
二
「
花
月
百
首
」

（
十
二
）「
『
百
詠
和
歌
』
注
釈
（
二
）
」（
『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
（
人
間
学
部
篇
）
』

、
平

）

【
余
考
】・
「
同
（
三
）
」（
同

、
平

）

【
余
考
】

8

20

44

9

21

50

（
十
三
）
稲
賀
敬
二
『
源
氏
物
語
の
研
究

成
立
と
伝
統
』
（
初
版
・
昭

、
補
訂

42

初
版
・
昭

、
笠
間
書
院
）
第
二
章
第
三
節
四
「
蒙
求
和
歌
と
紫
明
抄

―

58

光
行
の
方
法
と
素
寂
の
方
法

―
」
、
池
田
著
書
第
六
章
六
「
蒙
求
和
歌
の

伝
流
」
、
山
部
和
喜
「
翻
訳
に
お
け
る
和
歌
の
機
能

―
『
蒙
求
和
歌
』
と

『
百
詠
和
歌
』
を
基
点
と
し
て

―
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』

、
平

・

32

9

）
、
同
「
『
蒙
求
和
歌
』
小
考
」（
『
川
口
短
期
大
学
紀
要
』

、
平

・

）

6

10

8

12

（
十
四
）
前
掲
注
（
四
）
山
部
氏
論
文

（
十
五
）
山
岸
徳
平
『
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語
開
題
』
（
昭

、
尾
張
徳
川
黎

10

明
会
）
第
三
章
「
源
光
行
の
生
涯
」
二
三
・
二
四
頁

（
十
六
）
池
田
利
夫
『
河
内
本
源
氏
物
語
成
立
年
譜
攷

―
源
光
行
一
統
年
譜
を

中
心
に

―
』
（
初
版
昭

、
新
訂
版
・
昭

、
貴
重
本
刊
行
会
）
新
訂
版

52

55

五
二
～
五
四
頁

（
十
七
）
前
掲
注
（
四
）
山
部
氏
論
文

（
十
八
）
谷
知
子
『
中
世
和
歌
と
そ
の
時
代
』
（
平

、
笠
間
書
院
）
第
三
章
第

16

四
節
「
「
消
失
」
の
景

―
イ
メ
ー
ジ
の
重
層
法
の
形
成

―
」、
小
林
一
彦

「
歌
を
つ
く
る
人
々
」（
『
野
鶴
群
芳
』〈
平

、
笠
間
書
院
〉
所
収
）、
浅
岡

14

雅
子
「
「
深
草
の
里
」
の
「
鶉
」
を
め
ぐ
る
一
考
察

―
俊
成
自
讃
歌
の
影

響
を
中
心
に

―
」
（
『
北
星
学
園
大
学
文
学
部
北
星
論
集
』

―

、
平

44

2

・

）、
拙
稿
「
『
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
』
の
歌
枕
表
現

―
「
名
所

19

3

の
景
気
并
に
其
の
時
節
」
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
『
国
語
国
文
』

―

、
平

72

9

・

）

15

9

（
十
九
）
前
掲
注
（
十
一
）
久
保
田
氏
著
書
第
二
篇
第
二
章
第
四
節
四
「
九
条
家

と
の
交
渉
」
、
五
月
女
肇
志
『
藤
原
定
家
論
』（
平

、
笠
間
書
院
）
第
二
編

23

第
二
章
「
藤
原
定
家
と
『
大
和
物
語
』」
参
照

（
二
十
）
谷
山
茂
著
作
集
二
『
藤
原
俊
成

人
と
作
品
』
（
昭

、
角
川
書
店
）

57

第
三
章
「
文
学
的
系
譜
」

（
二
十
一
）
錦
仁
『
中
世
和
歌
の
研
究
』
（
平

、
桜
楓
社
）
第
三
篇
第
一
章

3

3

「
構
成
批
評
の
成
立
」

（
二
十
二
）
浅
岡
雅
子
「
「
月
や
あ
ら
ぬ
」
を
め
ぐ
る
一
考
察

―
新
古
今
期
の

摂
取
を
中
心
に
し
て

―
」（
『
北
星
学
園
大
学
文
学
部
北
星
論
集
』

、
平

41

・

）

16

3

（
二
十
三
）
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
か
ら
治
暦
年
間
（
一
〇
六
五
～
六
九
）
ま
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で
の
詠
歌
を
収
め
る
『
弁
乳
母
集
』

～

の
連
歌
の
例
が
最
も
早
い
例
で

18

19

あ
る
。

（
二
十
四
）
拙
稿
「
『
伊
勢
物
語
』
と
藤
原
俊
成
の
歌
論
・
実
作

―
建
久
期
後

半
、
特
に
『
御
室
五
十
首
』
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
山
本
登
朗
編
『
伊
勢
物

語

享
受
の
展
開
』
平

、
竹
林
舎
）

22

（
二
十
五
）
山
本
一
『
藤
原
俊
成

―
思
索
す
る
歌
び
と

―
』
（
平

、
三
弥

26

井
書
店
）
第
Ⅰ
部
第
六
章
「
貫
之
の
「
む
す
ぶ
手
の
」
歌
は
ど
う
読
ま
れ
た

か

―
「
歌
の
本
体
」
の
理
解
の
た
め
に

―
」

（
二
十
六
）
西
澤
誠
人
「
顕
昭
攷

―
仁
和
寺
入
寺
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
『
和
歌

文
学
研
究
』

、
昭

・

）
。
西
澤
氏
の
論
に
対
し
て
は
、
既
に
池
田
利

28

47

6

夫
が
「
源
光
行
に
お
け
る
東
邑

―
『
河
内
本
源
氏
物
語
成
立
年
譜
攷
』
伝

記
補
遺

―
」（
『
国
文
鶴
見
』

、
平

・

）
に
お
い
て
疑
義
を
呈
し
て

27

4

12

い
る
。

（
二
十
七
）
前
掲
注
（
十
六
）
池
田
著
書
新
訂
版
四
九
・
五
〇
頁
、
新
編
国
歌
大

観
第
十
巻
「
百
詠
和
歌
」
解
題
・
「
蒙
求
和
歌
」
解
題
（
と
も
に
池
田
利
夫

・
佐
藤
道
生
執
筆
）
。
三
部
作
が
実
朝
に
献
上
さ
れ
た
も
の
と
い
う
視
点
か

ら
、
実
朝
の
和
歌
へ
の
光
行
の
影
響
を
考
察
し
た
も
の
に
、
稲
葉
美
樹
「
源

実
朝
と
源
光
行
」
（
『
明
治
大
学
日
本
文
学
』

、
昭

・

）
が
あ
る
。

15

62

8

（
二
十
八
）
池
田
著
書
第
六
章
六
「
蒙
求
和
歌
の
伝
流
」

（
二
十
九
）
野
村
八
良
『
鎌
倉
時
代
文
学
新
論
』
（
大

、
明
治
書
院
）
第
五
章

11

一
「
蒙
求
和
歌
」・
前
掲
注
（
二
）
川
瀬
著
書
九
五
九
頁

［
付
記
］

本
稿
は
科
学
研
究
費
基
金
助
成
金
基
盤
研
究
（

）
（

）

C

2
5
3
7
0
2
4
5

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
こ
や
ま

じ
ゅ
ん
こ
・
国
文
学
研
究
資
料
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授
）


